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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ミ鈴木雪夫、竹内清、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（一＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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森 わが国・つ純計う云が戊二して、「Iで1二そう30年八上アニ

ってしまい支した。十年一青と申しま可乃で、↑でに老

ザ待ほど’の時脳が’並．ぎ，ていろオプアですθ
                 ．
 戟俊の日本の経済性士会1二は、いるい7、な束化が起こ

ってさてちリ）．々刀栗イい統書†の分野1二ついてモ、反作

用といいいか，影響左反ぼしてポいるように出フ1し
‡て。

 良際に純計行政1二役1・フってぢら1しろ本マ、あるいは調

査の現．場にいザしやる方、、ろろいt‡一却の学者つ中か
ら、 現在の柔毛訂ヵくいる い、．ろ ㌘意弓走て“曲ヵぐ1） 角 1二．来て い石

のではないかという戸が劇州はて。

 そこでさエうに 調査の超ベテラノのム中σんと、柔t
訂行脈に長い間携わって．こいし圭しプ・石橋ぐんに、アげし

！い中お集麦／いただいて・．”人の径款三通！て戦後
の．絞I印書同査、 あるい1‡戦後月．統計！ぷ是万回顧、 つ’うには

らよっと穴げ1ぐれ＼tし1しま七んが、航訂の現状について

のおユ“目か1兄たごも見互お巌11叱いただけ・㍑、

非布にカ／がブニいし起って片／まで、

 さ工うち’話しいブニア～く主な内房一としましてぼ、 圭↑’最

初に戦後η・国勢調査についてつお話、 そナしから調査員刊

浪、調査員乏めぐ、ろ諸問題、3’ t日に、一般には航訂乃
調査環境をハ〈”ろ諸問題といいしてお・／ま可が、廠調査

老側つ反応・つ更化など’についてグ’’魯孔．乃ろ！ll‡体験

誰互お’間カ＼イ二いたださま↑。

 カノに、こ～す、石橋さんの方に関イ条が’よ／塀いかと町

い圭ぴ∴け航訂械楓つ費・状、カろ．1／．1‡間衛にっい

てお臓がセいただけ八はパ）がたいηで・㌻が。こパフの
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  ．、わ1・〕っ～㍑淳棒了ろ祇、余ヵべないってuよ＜・亨・1毛

がわ押・リま亡んので、キのみフニり、従訓I行政乃崩、考で乃
秀茎駿・互亙して日ご！お雇くし■1になってぢらイしろことtど乏

お’聞か亡いアニた’けゴじは’乃リφぐ、、、ブニいと毘・ってぢりまマ．

 そ十しから、最丘は木型亀子釘鼻械が’普及し．いろいろ
な集計がでさうように’ ﾈりましたが、耗訂局で行う集計
つ4色に も、 ク目方 自 弟イ本と か、 あ ろ し．、は†町才寸レ ベ レで㌧つ・

ナ他方集計バいろいろとで’守るよう1二なり圭した。一二うい

った地方での統計利嗣の現状、カろいは玖善策など1二つ

いてけ話しいブニ｛Tl｝．非常にあ／がたいといま

寸。       ．          ．、
 ぢ話に入る柿に、簡単で’結構で丁ので、おユ人が’いつ

ごろパ1，と’’ういう形で統計にか力・わってこいけ二か三
ご綿イド原夏し、ま て。

 ま・ル中㍑1ま一、いづこ、ろハ調査に携わってこらハ
ブ1・の て“し よ一う 巾・。

山中 私の場合1す、 昭チロエ3年からで↑・ナーユ。

森 ユ3年とし1うと、竿住人口調査・あた1い・㌧で’／リよ。本旨

専員けぐ一ていブニの㍗ヘ
ム中 あ1しぼ調査航訂で、盛挙と一顧だった乃が・かかれ
ま し て、 目 黒、乙で秀た言立イ条が4黄ゴLし たと き か ら で’すカ・ら、

一ユ3年6目で、寸。ハ川ら↑㌧と舵訂川条1二d・年までで百
カ＼。

三楯  初バイ粂長さんて’しよう。

ム中 イ条二艮にな・ったのは3ユ年からで’了。 係二艮乏ヤっブニの

μξ年までの／3阜闇で寸。丞職！て．力・ら後1‡、舵けて非

竿勤て117年ば’ナ＼り同ビ4条にぢり圭したからゴ初めからビ

ニヤ3σ年になろんで下
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奴詞査の在類て1’下バ．国詞のほかにいままでど∵つよう

な調査互才旦当ハしたのでてρ・、

山中緯肩、圧で根う調査でηL
炊あ／とハゆる調査ど／l、う二とllな！ギベ
山千 区乏盈してくる仁争と、いうと． 支丁国の総理府関
／采で’ほ、国勢調査と辛菜斤航訂調査．あと盈在府関係バ

わい二等いで†ナよ。エ菜調査、商衆調査。

森労御刀調全とカ・々ういうそザー一一二…一

山中 ～しは郁で直柊です。
三楯 佳名調．査。

ム中イ主毛謂食は国ので’可れ，

三勝 小屯物価。

ム†ハ〕け圭にでマに沫まってないパ／官
戸橋七うてI’↑ね。不足．期で一

ム中 あと末青F省！）学才文調一登㍉

森 営次基本調査っていうのがありギγれ。セ／しそ八の
吉岡査’二ついて1τ、 まアニマ1乏ほど’芦イ司い†るとして． ノ∂才竈；・く

んの純計経歴之ち’聞かせいただけ圭てヵ・。

石本喬私は．・ム中ぐんより．す’rと後輩1二当7二ろんていてヴ

μ“亡、役所に入ろ前にちょっト秤経験ヵぐ乃／〔の
で“、 そ・4しからぢ話しずセてし1アニプ’三5主↑。

 昭知ユ9年ごろの話なんで↑げiじと’毛、私、八等1二行っ
ていまして． ア’レバイトに夜のイ±専’左探しブ、んで・て。 た

主ブニ‡朝日井聞狂のせ論調査室でいろんな調査モの～生

身けっていろ一とし1う話互及笠パノ間さまして、当榊
轡．田σんとし／う世論調査室オ室長さん五反盈が知ってい

圭！ブニので、あ’雁いして、せ論調査の下働さみアニいな二

と乏㍗1てモらい圭し㌧当時は、調査から集計まで、
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マベて／、の手で行っ て いま ！ ブニ∴ で、 仮）六条役に二 り

工 一・、

森詞全員でけなくて一一…一。

石流調査員ψ辛子ピはし…当時世帯謁公乏え瑚
一、 いまでもヤっていろようでマけオじと毛。年に何回

かぐる、主に奄誠調査的ケニとが多か一だてて、

 そ寸L乏ユ～弓耳栓駅して、ブニ圭芹ま役所パ弐騎互交け

ブ’二と二ろ良ハり圭したので、「あtたどんな位等がいいて“

寸か・と誘い水差カいプらルブニとさ、「良はこういうセ論調

査ノ）仁専圭して卓朱を待っていい・とパたよう少こ
とがす拘春着にtって， 昭和．3．2年万牛冒がごフ， グし田乙ノ）タ元封

主隻徐に入はしフニ。

 そ1し以後は、い主ム中ぐ、くノバ／お話あリ主しブニよう1三

しリっゆろ国から束京都の総務局統計都というところへ稀

関奉イ全ハL、一々の役25ヱの区。長に黍壮っ八る専務、 これ

モ当然稀関奉仕手背で寸け1じと毛 Iあらゆる調査につい

て条書験したつ走りて…す。 昭和3ユ年の今月利＼ら昭和μ卑つ

3目圭で、主に推定紋訂調登が中心でマnしとも、／3年
間ヤら七てもらい圭し7・、

 その後昭知46年44円に，役所っ中に主査という株平
級の城があろんで↑げ1しビも，そオしで成て、命夜は、乃
なた長く徒訂つ仁辛†っアニんだカいノ、そ八五碁礎にして、

公害の間超について．圭小してみないか、ということ互
乙永からいわ1し幸！て、公害沃ノ、ゾ、しリフゆる公告つ

囲え発生源でノ）ろ工場ピ灯象に工場呑皆調合とし・うっ互

才旦当！塞い二・公㍍ハ発宇伽・二1孔た帰心、固定的
なモ〆）と、 千多重力的tモハカぐ戸ることに、 二11“ブぎピ；だ’と忍・う

んで一ﾒ．仰発生れいう．のは、普亙、自動車どヵ／航
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杢桟、打斬像㌻ピ巧欠亙機関ナ／ら万七（で戸㌧、 ぺ田五

                       ψ・パ場合、羽田碇行場そ経たてボ〕までザ1’一、イノ1灯穴舌

｝専てr、一方，固定発史源つ最たる亡ザ｛一’ニリ1互’で†

μ、・肋、脈動、4！r、木衛染パとr㌃・ろ一工場1耳，1
             I
い煙㍗ピでハよ。㍑固、走発生源、の実態を把握し、二／し

え舵詩的に休祈し《菩河東を矛えてみよ、いう二とで1
柳へ棚のr工城悉、音調一査・の狙れして、3年間／でぺ
公告詠で従争し麦しブニ。

 ハれ、昭和41年つ4円1二・千1其／・．涌至碓蕨互
生かして、／1李・ノ章に戸方｛巧面で’、 寒褐言開査乏して＜れない

かということで， 防災言廷の・方へ秀一〕ましブニ。

森これは爪田区狙官の調査にな／主ハ・．ハしとも栗
床即の調査で’寸カ・。

戸袴 いヤ、穴田区狙自．の調査1二なリまて，

 先ぽビの公菩の関伝の芙帯調査、二L場悉皆調査ギ 乙
荘官の調査で、「ネェ会調査研究戸乍・どい；＝うのご、在ビだと乱・

うんて“マパ、三浦元生こ’1存じでηよ。保谷中に本社つあ

ろかなり穴さな調査．稀関で↑、

三楯民間ので了かθ
石橋ええ、民間乃で了一’ S国に．い・わ1戸ろ統計調査員

みたいな人皇／・00／。は柁たて！lろ」 �^“ハ・いでてか・．

森世論調査ソけっていポ
石’

ｴ．たた、帥一手・引さ・蒙げていまプ祖今調査研
究所」へぼ実査面の奉託差、他r、航訂分析について1‡

r放理計画・とタリ千本託して㍑ザニ調査で↑。

 れ俊、何ガ）同じ、ような二とで、．今創寺防災面か㌧

兇域つ遮薄場所の設定賃．科をっぐろブニめに、そういう調

査之手バけ百・いカ・ヒし／わ八ガして、昭和．49年つ牛肩から
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ケ／年一の7目まていぼイ乃孝象に携わrて、ぐ／年？芦から，

右集の統計圭琶諜、の係長というニヒで、 もヒヘ氏って、

現，左1二至っているネ革で可。

岸箱局、最初に新聞祖で航訂つ仁皐いれたのが、↑1

㍉最後まで航訂用け←でこ小たこどのさっヵい1た
つ 六二の で’マ ナよ。      1

石橋  たた、 し1つの闇・にカ・イ1しが系麦というか、一つい乃是戸↑

の面捧のけにぢ話ししブニば．ヵいい二，ハしバいま生幻・ぐ

れているのか㍍思・って。寒際に航訂けの茅一線の矢
脊乏ヤら七てモレ／．っているη1丁・かれ二八五年ユ。年並＜

．にな／〔。そういった．意朱で杜〔ニエち、う1し！．いこと

だし肥一い圭↑、

森そへ小け．／士号にかカ・わる却分について｛ま71
俵て“ぢ伺！1†ろこい二して、石棺くんの純計いかカ・わ

りが昭和2ヲ年カ・㌧という二と一のようで万4で，朱で北年

の国調、乃ろいはハヘ以前の、山中⇒んが担当づれた最
初のユ3。年の常住人口調査か㌧、 ちょっとお伺いしブニいと

肥・いきで。

山中モう免えてな！lで’↑よ。

森  こつ前、 糸た訂局に矛†つて、 言岡査票をコピーしヤいクニ

だいて‡いっクニので“↑が’、」今岡1査二項自て“〃、し史・わっている

にれい！lまれ．ぐ奄巨．に配給関株乏聞いていまマ
れ。 ある・資料を調べてみま↑と、 こザし1‡一2ぐ年η調査の釈

享ですが．28年の国調で人ロバ83－20万、そナしに対して食

糧琶理の登録人口が8360方と、4町はビμ迎帳の登微

人口のナが一多いわけで耳1こういう常佳人口調査で配給

が調査付している乙いうこい末1〈口乙敬た」二1プ．る川二、
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一ししろ矛肴ノ史の角」二に貢献しているのカ・ビうグ、 そのゐア＝．

‘）い～け七のでいう。

ム中 米がどうして七ついて孝わろわ1アで、丁～

森この俊ば、国勢調査1÷配．給のこい別に入・て㍗
七んれ。こつ調査プ三け調べて←1ノるわ1アで了｛々ういう

にろがちょっ、と東わっていけ二ろ七↑
ム中 セのしさだけちよつと査うんノで了れ。

森一j基い圭寸れ。

・ム中 このどさ庄ぽハの二しは調べな・いで・ こ〆しバ主な

あれブ～ったれ。

森ハヘが’主みグニレ1で↑れ。ほ州二な！lで1ザよ。 1

｛中 調査と・してt享1 これ1千ヤ！）よかっプ■二・†ぐしいで’

て払。

森調査ザ夏目ババい一て・すれ。

山中仙とさは・問題叶／廷こけ1・一たで↑れ口
森れ仙けし複雑な調査票と！lう二；1のは1こへは肋
行年の．国勢調・査ですけ水ゼモ、い‡の調査釆ど全然形式

が速いま可れ。一春木寺な速いというのは．こμ他訂
式で．調牟更けが聞．さ剛言己入なけると！11ところ
じ’ヤー ﾈい巾・仁．赴うん．で↑。

 ちよつとコピーが．冬ブ・らいルで寸け！）毛・．どl！l1
或目ガ1乞入1＾かっ、乍て・！lようへ

｛守現在」焉Dあ／〔けμポ職菜け頬が、一般万
人・l1け㍗・しいでてれ。1人1人1同昼艮バ村互国一

て・ 闇ξ．取り．調李亭していっ乍わけで守れ。、ですから．

ネ州の化れ回って。セこの辰族がぐ人なけ人全都終
わると一、ン大の世布へ彩っ．てい＜よう、な形式。

．森．．こ、」！し、吋弗栗吋、フーて∵二1、手、辛。んつで．．たとえ咋苧

            グ…・・      ∴一・’・∵一
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にぐ／㌧いて1人仁家た圭一一一一一一一θそういう二し1容あり得な

いわげで↑か。 帯イ主主寂で育から。

三楯質キη1‡“・原則として1‡ないんて一†．よ。竿佳
ならば’。

瓜留守モ書くわ1丁て’1㍗・

ム中 ・全都糸尽わら乍さヤ。次へ稀〆し㌃いわ1丁㌃んで’マ。 で’

’すから・調査員が1戸！戸チいて国ったわけで、↑．lL穴

でな新聞糸瓜穴の調査票で’万カ・ら、 之ル左符って聞き万又リ

で’全青け／lていっナニ，

 職朱のど二ろへ行くと、’、本人がいないと。わカ・らなくな

。ろ／しでマよ。家祇ゼヤ職業tんていうつは、r何ヤ・ってい

ろんでマカリなんて1’わナして・知乍な！l～・ガ）いい

ね、「うい人ちヤん何ヤーているん｛・わハない・っ
て。⊂笑つ

三カ看  主だ昭タロ2ぐ’年といえば尻手し期ですかじノれ口 この職

菜は、い圭のようにありの主ま五書かせろわけで’すか。

ム中間5双／で聞いて。   ．
三嚇職英名主謂査員のすて一・……マ

ム中判断して書くぼ川・い。ですから，角ニラ乃くバ
いさ／よく覚九けいつは、丘当にしか書きよラがな
いんで↑れ。 ただ、会社へ行っていて七、 イ士号がわから

な’いというηちありまして、 行っている先。は．わ・ヵ・ってい

ても，そこでの瓜μイ主孝がわカ1らなll。

三楯 在京モ間いアニわけでレよう胡

ム中 ええ、 そうでT．

森在菜し職菜と聞いたいγで可か。往率の種類，身菜
（値類、従等失務」二の兇但。

ム中 ．勤め年の名称し．し1うのバわかへば。．”爪体わハニニ下
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＜．ろんて“マげ／け’ギ

三三・痛  い手ゾ国調のパターンが八イ本歩ていろで’し工う。

ム中  こ二はチ見元Lのヒ日じ。 順ノ子は盈う1T1一しビも。

一森  国勢’調査というのは、オ年乞過ぎ’ま可と、穴調査、一
             I
I．j・規穣調査というのパパは寸け1じとt、もうほしんビ
史わけいし．いう戚し“。．ただ形式バ0一月只に公一ろい・！l

う二しが東わって＜ろだ1丁で。

ムキ だんだ’ル機械が’八一て＜る。セ．1・しで追ってくる。

七牝と、せ帯栗に移って調査員ηイ士号．1↑減ってさていろ。

ま刀う戚っ7こようで、 ぽ小のイ±・争力ぐ入っ・ブ’二から†つげリ回

し“こど巾＼もし4しないで’て11一少しピて、 †ヲること1す孟って5

ブニで、て よ。

森国調は、戦前は他訂式ですか。」㌔

三姥 化師式でしょうれ、昭和22年っ戦後第！回国勢調

査ば！国栗、一宮訂で、／八／芥。そ1し茎書かせブ㍉ もちろ

ρ世帯粟もあり圭下      二1
森 年一者孝言己入1w野ピいうのバ書いて一乃リまマ外られ。

．三瀦，ユξ年は．他訂一本ヤ．りて“すヵ㌧ 自言ずつ秤休は全くな

．ド．て「．へ 仁とえば’名前げへ 生年同日とへ

＾中合邦こN言聞す取／でしア㍉
．条1I

D．．

｢まで可二．と、．調査区は木体ぐ1世布が平均下・す年ユ～

、年の国声圏の二場合・大体1人てソ仏ぐら／1調査ざ1」←一手・．←乍

か。

ム中・こパヤゾ／調ノ査区、．と向いで可～
森ビ↑し／⑰八く“らいになリま↑札．．こ．札差ぐ放率大

老1・衛ヤ上ら一ない・で↑1・い木東だ、な。

ム†／約人よ／一七夕．〈なろ。

森301㍗㍗∵．に・史一ゲて＜る㍗二11111
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が’、調査員ヵぐ券査といいまハ1、後て＾チェックマ・ろ場合

に、 ど’ナしくらい仰王いハ、あるい1‡花入源1しとか、つま

／最初の本格的な倉訂式と！lう二しで’．被調査・老側がどい

の程度正確に書い下いたのカ／という二とについてい小

劣くて’’しよう。穴介、票、η形式は了っきりしてさていま↑

れ。

山中世帯て・書くところと調査艮の書く仁これ分カリし

てい仁。こ～丁いつでも同ビことで． ｹけ1しい．一メ前の

イ列ト1‡全都名字亡書いてあザ主†け八ど’も．こういうβ・

うに書く人はノ！＼なし1で可．れ。甲一ばり書くどポ ちょん

ちょんと略しいう人が多いで了れ。杭き柄の書さ一方べ
こういうのいよっと普亙つ素八一と！lうか、「長男の呆勺

とハ、こうい1書さ方で寸は．二1し1にういう調査1こ脈

って使いまπ／ゾも、普亙パ派・とか、書いいい
まマれ。

 せ帯で書く方は簡単な争頑で下～。
森  あと1‡もう最近になってさて、 て一クンート方式に

吏わってきて、 塗1）っ、3ぐマとさη才支4府だtTにtってしま

／lますね。

三楯 層出つ席黒1・関外な＜配偶閃イ条里書＜ようになっ

てい圭寸れ。イれでトラフ1レという小、っ生り内縁の関
係で書いていいのか舟い．のかじ小、そういう一貫間左ぢ良

い二なったこどはないで「か。

ム† 色分の才艮ったところにはい・っブニでて。ハ｝実

際F“ろと赴／・‡可L
三楯例ハ．手株の敬至聞㍑したのは何年カ＼らでひ＼。
岸 近年には了でに聞いていま†れ。
’．手押一一あ～‡／0耳置さて㌧一“・一・．

           10
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森  火年，3ぐ年、κ年、 5回開いていま↑。

ム中 爪調査のいて耳1よ。

森 ユ8年約・ら聞いていま寸，κ耳‡で。

三楯  セサしで何かなかっ7二て“しようカ・。
 ＼                                 o

＾中二4し嚇局・こグろ問帥フ1．ライバジの㍗し
ドなっ’てきい上。

森  で七 々の 二ろ は、  ま だ余‘）間異更になら なタ・っ ブ’二んノし“

ヤなレ・かな’という気バし圭下1けしビ’七．り

ム中 あったんだザしとも、問題にけかったというカ＼

級パなかっブニんで1れ。ある二とはあったルで可よ。あ
って七一一一一一一一，       ．．

森やっぱり孝さブらいのて「か。
山中 ヤっぱ1）時代が盈うん’て“可仙・ こナしは。騒ぎ虫㌣

ヒよんな罵蚤くよ う にな’る．し、 セ 4しぼビ し“ヤ な、し’こ じ ‡ て｝

穴け“ぐになってさ圭寸づ・よ。 々んな・に間愚にをらないよう

なこしまで、’ V聞なん巾・パヤっぱリ帝り穴さく．書さ迎き

ろ’人ノでしすれ。

I森  マ人コ ミ づパノくさ い て’’可 れ。

．岸ユ3手の．調査に床ろ／しで了1ηけポあ外1千けい
才冒午に墓サく調査とな→・てレ1圭子～ あルは区役所つ方

nけH♀が在拷来れへそういうこい丁．㌻ハーたで
寸、カ！。

｛十 一そへはないで寸～たグ～、キうい、う調査互ヤれと

いつこヒで。

 々（こ一ろは、 年〔Q一のいろいろな本旨午の間タ豆が一穴

イ本区’4隻所ビニ虫干艮戸乍力くて“さブニ当冒キがそ う なんで’可。 虫張所

つ職員1谷、七ヒの町会が解散にな、ってし虫張所に移っ年

々㍗べ．その川干、叶会Fい1二有μの、肩一マ．戸岬

           11、   一    一I
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戸↑には行一ちぐいけない、ほかのビニ～二回せというオ官
命が’あつブニ。

森 二の餉、 あるエピソード互廓†‡しブニ。当時調査員

乏盈、コレ寺に、町会というのは隣組租織のような、専可
らに戦時守の鵬一と同．ピタ／フθ（七サゴから。調査員互

釦㍑い二もれしL舳盈がオ五しなげ1しばなけいど
いうので、結史的に当れφ・ガ）矢菜老も多去・った．わけ

で↑出．れ券ばず、い～ノゐったそうなんでマθ一そ八王

じ’ヤんけんで盛んだという話互間いたんで寸け1じと’七、

い㍑話しに，㌃ったこ年とよく合って！lるような気バし
ま可れ。

ム中 で可小ら、その町余に／0年一以上い・アこ老tズ ぽカ・の

しころへ行っているノしで’†。

駅ヤイ／そう．．いう川に奄識的1こヤら1したい↑で可
れ。

ム中 ユエ年の6円！二出張所がで李たんです。

森。 国勢調査1二ついてはそ八ヅげにして、次に国腎調査

モ合めてヒいうこどになるかと思・いま1可け4・しビも． 調査
一員’

w導の問題に稀ら七ていたださアニいと赴／1まマ。

 石橋つい指導体舳いうけ間ヒ．！l！lま百カ…結
び巨のと二ろにいらっしヤろわげで’可ので’．’たとえば航

言†局と兇育の統計との間乃指導の問題、セわしから分度は・

石橋ぐいぐ中心になって調査更互本旨導いるしいう両側

面バあろがし思・う人で↑．国勢調査については、純計局
と・そかしそ・ナしの市財rズ丁といい‡可φ、、 乙もノ＼古してと’ういう

システAで指導がなす4している乃や。、そη矢稿亙あ、話し
、．いただ1↑圭．ぴ．ノ1い1形一で坤が．㌻．けて．、いて・ビ

            12
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ういう注文互舵訂局カ／いれろと力・、そ’のあブニ／の二と

リ諸しい7二だ1丁ますか目

肩袴  ま↑’、私の経、強した国勢・調査亙耳辰■）3反ってみます

と・昭知対年・各0年・行年の。全知ピ 向年は椎導員とし

てのみ携わり、イ4一〕二、先日の行年の全部と、全体で4
～ぐ回㍑あるんで川ガしビ毛、調査員印可I ??ｱの

前段にある国心らのクけ公共団体に苅可ろ椎導一八後
の市区田丁村、調査員、セ川レー．トにぢ．いて1♂企淋史わっ

てないようで’寸。 まで国勢調査の場冶＼し‡、 あらゆる統計

調査つ基本であるという、崇、カ1ら考元て一、非常に研充し尽

くぐ大しているというケ17票こ皇族く持ってい圭↑。 すマガぐ寺

門象だしいう3・うに，

 与し、うつは・ セの中心しなるマニュアレ・調査の手引
さ’で寸 れ、 こメ／し互 中心にして． オ聖立論な 二 じ差 いえ ば、 こ

の手引さに書いて乃ろこし亭一老キ句碑らφで調査員1二

仏たエビいうのべ総理府統計局の公風孝の奄赴て∴セ
1い一11線に祈っての才1導バなく1し÷いろ。

森 人圧に。純計局カ・らと’．なブニカ・見たてし ご’貌明になろわ

二二丁でし一よう．～．．

乃橋そこ、．宰で吋い・んでrけ1じとガ止東京秤の一例でい
い手十．ピ」如理虎膝訂肩のへが全都追布昇の．砕訂主，壱秤

’右の．剛参考乏集めての楯．示＝＿七ル乏一受け、下、、．ヶ率．は栗ネ

神I主催の市区町州統計関、／糸わ集めて一の楕」示坤θそ

／トを・束床御つ場合でμ3回叶回に分けて∴、いろん
．乍面て“ヤ／まレて一うい二1布工で碑示至、てクイ．1ト差

一各命町舳舵前主筆紬者バ間・1て帰って、、市．町村

りての笑卿二ついて岬査蝸月そ・々ワて、．㍗
土し、の一と．．二．るは．、毎回吏わっ一川て1、圭！乍ん。一．、．．．．．∴、、止、I一．．一、．三、、

           一一一13川      三三ぺ㌧＝ざ
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 仙あと、丞で’ヤる乱明会皇開衛す。別名調査員争
矛奇才不合七会といっているわけで可（・了え一しビも、 そグ）言栗の

由未いつあるんで↑．従来は調査員・耗朝会、、ま仁は訓

釈会というような言粟互使ってい仁んでてけ1しヒモ、調

全員側巾・け仁場合、弗明星更けるだけとい1んヒャな

くて、調査員毛積種的にその調査に芥カ〔ろ仁ハ、中区
町村との才不合わせをするとし1・う意・味で、打合せ余ど！／う

用請1二叉オつってさたという糸昏舜毛あリ圭子。

森 調査員カぐ積極的にカ・がわってくろという充・味で、名

前バ史わっ7二わけで可4L
戸橋．．区中町村ヒ調査員．が、調査1二つ、いての幕間点・乏な

＜フニわ何等に話し合う。

森 説明色受けるというわけじ’ヤなくて、希カロてろとし、

うことで。

石橋二八は、森・郎統計局1二おいて1丁補的1二いまだ

に使っている言葉で’すけ1じと七、調査員訓練会とし1う用

請至使う場合ヵぐ乃り圭す。 という二と一谷、上意・下盈しい

う充・識左強く失しているわけで†牡。

仏ヒモ第一線にいると、そういう表現で打合せ会議え

符っブニ場合、《りいい瑚果が得られないことが’わカいて
．ちつ． キの場へ調査員も引さ人4して才丁ち冶・わ七可るんだ’

カ・ら．・ぜひ来てくμいう姿勢で、七う・二・こ3～年甲
止士ヤってい〔。最並1土ピ・こμでもそう！／う状況に乃

ろようで可。仁だ車なろ光明余という言栗左枠して「才不

合忙余」に粟たて。

森 航訂眉毛そのあアニりグ）認・弗は少＼レ足■）ないわ1†でし

よつカ＼ね。

戸橋最並．1谷・わψ．ぺ羊」一1．い、う3・ラにいつ、了い一．ま了
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ハら、純声†局て“もいろん年末書を元るヒI、打合せ会とい

う衣現互使1ように㌘ってさたようで、
森ヅしヤわら小く．狂ってさていま可か・

石橋 九た．ヤわこフか＜なった。       ・
             j
 ハしで国勢調査の例ないで説明しりピ・区で琴’際
の．。企画室↑ろ場冶＼、 ぼしんビ対象者が’民間巧方ブニち、’自

治体、田丁伽雄漉けllた調査員でハ・㌧．巧い石1職

菜階層けがいらっし㌣るしい1こど．で，昼間の打柱
会の開イ崔は、 国勢調査の場合・はほとんど’無チ里で’す、 うち

なんがの場合。’この間，竹年の国勢調査の例てuいい家†

ヒ1説明会の回軟が区会却．で／ユぐ臥

森こ／〕‡い・い・爪更だな。

石碑  夜間開催バイのうち肪牝の／0g回で↑。 カとη1ユ

％、／6回ぽビは、工曜日．の午後しか月曜日F開催したり．

昼間でりましたけ1しビポ ㌧／わゆろウィーフテ㌧のノ昼間
ヤー 黷｢う～いよつと不可能1二与㌧
森普亙、時間はビヘ’くらい～・り〔で’しょうへ

石橋i時間は尽体3時間と見てい．るんで，γ

森夜間で七六更でマれ、3時簡†ろい工。
石フ喬 千ク乏ワ時ド推圭って毛／0時キく’’らい圭ではイ↑だか

んだピそザ〕工会場」改定一のヤー）方なんでてけルどザ わ

れわ札が地域へ行っての打合忙会で．’↑から、 町会会館の

あろところほ町会会館、官売会の会館乙が、乃る1リ‡神

ネ上のネ士務所互借／芦リ、お寺σんの本堂左循ジニり、か

なりセうし、ったところえイ更わせて七シっている。 そう寸

ろピ調査艮くんは官公の家の寸くI’々ば’たがら粗ヤ下い
土とノと、現しみバあ石とい・うことで、夜盗一くまででモつ

き・合・て毛らえ、ろ．い1う利点ヅ乃．二／、まで目

             15・一      ∴ノ∴
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 ただ’！、亭・だけ気にな・ろのぼ、↑は1）夜乃説明となりま

すと， 年配のだんなづん．方の中1二は一杯ひっかけてくろ

ような人もいろんで、敢膏餉な見．、沌から見ろと余り戒心’

！ない。ハい1人出机一杯荻乱けるよ1にと
がい〔㌻ある。それバい悩みの稚で’すけ／じと千．七
の場合、自ク台会長、町会長とし1う～ぐ1いソこF来てい

ま↑から． その／（にちょっと．いって、 なプ’三’ハて舌らう。

 以上は、余談で可け1｝も一・なけういっ・た形で、
調査」二の手引さ玉もとドしての麺丞旨イ紋底、Σ図ってさてい

ろっ七つで’可。

 七れパ1、その本旨導に．当アニ名ぺ．証明看は、うい区

の場后＼ 国勢調査圧・ ／3から／8謂年区r．1〈の割合．で酉乙

崖㍑している楕導員が当たりま可。こ1しは市区町村職員

バ兼菜許可三取っ．て従卒マる狛導員てrけ1しピ毛、そう

1・う人たらが分担して本旨導でろ仰互とっていまて。

 仙才責導員室集めての言元明会は、束宋看戸倫務局つ才旦当

者F来てい一て区内で開催可ろ、付なようなソステ
ハニな。アてい圭㌔ハ序上へ・前回船擦府純計剛珠
長滞伍7ラ入のく毛見学ハたがアニお㍑1二～ましオ㍉
菜際Fは調査つ趣旨とあいさっ程度で’レブニ。し巾・レ、最

近の4頃向として、総理府航訂局モヅしでも中区田丁村の立

場ど／！うヵ／、実篤どいうれ知ソたいという。ことで、主

張ってくる場合が’かな！）タいようで下。

森  寒惰祝祭1二。

石崎 々のようで㌃大夏箱構㌃ことだし思・！1主㌃

叙指導艮は全員区便所の職長でし工うが。

石橋ほしんビ99％、そういう形て’■星営U・てい圭↑。

25区互見てもおしなべてイうだといたま可れ。

            16【
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 とし、うこと1㌻、 民間つ糸も訂調・査員ししくうのほ、 先ほど’

も申しまい二よう．に。あらゆる階層の方がいらっしヤろ、

社会的な犯位のあろす老いらっしヤろ。一八いっブニ八ブニ

弓五指導可る工場しな1〕ま↑ど、 恥間の八至、名目だ1T

t二しろ指導員しいう瑚責につナ・せて、イの昼的乏圭可．る、

どいうこしは、 至難なことだ’しもいわ’八てモいま†し．

実際問題として私ビも舌そう考え圭可。 ということほ、
民間パ方たちしし1うの1↑、ど1んな芳し）人が託朗に立一って

七、最む‡立性の説明者毛虫しますか㌧、セの場・合，役

所F一篇乏置！1ていろ紋訂関株の公務員だどいうこして“、

二目置くいうか、セういうよう全鳳免パい二律して
くだぐいまて省＼弓、 て“5ろ×ノで’ゐってし 公示脊員バし、て．

キの下し二、 とし1うカ＼、民間のベテランの調査更の中グら

盛んだ指導員、その下の、航訂調査員、そ岬至いてモ

効果は上バらないし赴いまザ第一、．二の子間、ξ一二エつ

／㌧の㌃一）手バ乃一）ません。

 キんなようなこしで1盗作バで’けい、適イ壬帥ぐ得ら

れな，いしいうこしで’、無理ヤりなんて”マげ作ど毛次善の

・策ということで・、地域にありま↑特別出張所ど似へ虫張

所という役所の稀構乏イ史って． そ 二の頂誠艮五一時教育し

て本旨導員にして11る州実情で可。
森 職員が箱導皿員Fなろしきに、進一んでなろしいこ1ま了、

小．あるいは、七うヤむにヤま外でない“ろ至得ないと

いうのか。仙いでナしなんでしようや・

石橋後れ方でマ。
森後肴けで↑カ・。や1ガ）六吏です小。

石橋ψH正一けりの報酬と！／1毛つ毛即・汕
ろ。乍れに引φ・八て．ヒいラ場合亨．乃、／．まマて“．、←十．ラ、ワ．へ
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どもしい家1‡そういう時代ビヤな＜な・てさていま可に

戦後一時期は、山中ぐ／。が一番よく知っていると識うん
で’↑け1しビ毛、あっブニろうし糺・うんて｝寸巾ぐ、最近の国勢

調査な・んかで’」㌻…一一・、

ム中一今回11れγラ．／ハダ・問題で。調査票互外・

公可のが免除たと！lうので、みんな役所の中で’ヤブたよ

うで’↑。

三楯指導員の場合1二、石橋す．んのように↑・けって
いらっしヤる方もいら・フしヤろし、 そうし“ヤない・ い圭

ぢっし㍗ブニ牟張所しかないかで＼β・だい‡全旅縦訂
のrト。 の与七関係｛・し1ような方も、 急・遠一循導員！ニイ主立

てられろしいうカ・、訓練可るわ1τ．て＾しょ。う。はパ／い

っ て、  中 i二は↑’いぶ’ル質に 1でらつ 5 かで“ざ ま セ ／くノか。

石橋 こてい圭可。

主楯 調査員の場合に1し ある帝昧そば㌣ろ気のある方
バさっとあろし赴うん一 ﾅ守れ。町会性1二して毛、ある
い1工登録制度ユニしても。登録制友なら’よけい々うでしょ
う。

 し二ろカぐ兇肯公示ト員乃づ場合1‡． 別ド条た言立互ヤろアニめに

処方公袴只になってし／るんし、叶い方乏も指導員にお願

いけさヤ本けいわけでし．よう。仙とμ苦心談と
いうのはないでしよう～

戸橋ヤはりあ’っしヤらナしろとぢりでし日ごろほ州仁
多け・ていろ、ほ州：職務乏やっている公務員が＼国

勢調査ということで恥，）ポれて、仙菜務けろわけ
で寸かられ。で’モ公務艮の場合てrど、考う一11っブニ調査

の手引ぐヤ／衛／茎七とにしての説明茎更ザ、々川二な

れろつ1本子！1でハL
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羊施なるぽピ、公文書互先標している一ということけ
ろ て’’．しょ う れ。

。石ブ喬 セ4・しカ・らある種ノ芝、国のイ士専乙いうこどで’，表面

的1こはいえなし／んで’可け1一しと｛ハな＼り／そハ面に剖けろ

時間が持て．ろという二とて“下れ。 国勢調・査の手引さ互勉

強寸ろ．時間い・㍑しへ役“守で在職をれゲしクニ
ね・らには、更↑尺瑳乏ηし1で、後で指弾乏更けるという

意・識柚いて、かガ川効果μげ弓．れろ。

三カ看 々してテ星角年表毛ネ目当なところ圭て“いけろどいう二

とてuてれ。

I石橋 はい。・それヤ＼ら、イの人たちを釈育・訓練てるr

指導員才不合立会」どいうんでて！けしビも、その希工て“、

理研て“さな巾＼った二しでも、れ卸で↑ヵ・ら照会ニュ掃繁に

行わ1・しろ。

ム中 佼巾・ら照む本旨導夏ヒいうの1丁、指導員つ件尋のう

ちの調査票の審査バ主に食ってくる与；1思・うんで㌃でマ

がらイ士辛としては、調査員のイ士争はヤ弓ないで済み圭す。

調査戻っハ探しし／／うが、主」二記入痛μ，阜・検て＾㍗・
ら。

．森 椎導員とし1う押合Fポ 調査上の舌情処理みたいな

こしもあるて｛しょうし、 あるいは調査買力ぐ乃ろトラフ11レ・

を走ζ二、し アニと き に． 書禺査票左回レ又でさ なく なっアニ ら、 カ＼

わって行ヵ＼なさヤなケないしし1う二しも乃りまマれ。そ
ういうと一さr， 1本’’らっさづ1ぐ爪さtTべして結果にヵ＼公1）反目矢

し泰可牟・

’ム中 そういうイ士争は3・だ’んヤっていろ人つ方で、†り‡

寸ハらね一派二頼む指導れいう“・箱昂調査呆の
．奉李べ辛な。←二ろで可れ。
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石橋 々刀職務からいって、8割は、いまIム中づんバち’

一しヤった内春審査卒務で汚れ。調査員カ・ら良1ア取っ仁

ものΣ、／8調査区なら／8調査区、官介で’分才旦して、審査

が’終わるまで’／剛放、調査員ヤ世帯に問い合わ七レブ1

ザて、㍍めろパ㍗れハ、上バって㍑二ら宮分
の貢仕で可から、内春茎全音けエックして、、苧、猿し一で、

マーク転記バ刷して．ないハど’うか全科調べ’て∴匠の私ビ

もの市ド終めろ。“中間、崇、の失務で’㍗へ8け。1納

尽蒼査尋脊、ハし左処幻ろし！lうのは、航一自勺1二比乍

けなげ！／で㍗・ら、尋務経験者でないしでさま七ん，
｛中 なれ㌃し1うち1‡あ．べで1マけ糺ピも、 なれてくろと

七う同じ’二とで寸ハら。

三浦 千エックのイ土方なんづ1・茎、毛ちろん楴導なぐるん

でしょう、一石橋さ．んない・仙勘どころを。
石橋’はい、 そうで↑、次4しはわルわオし校訂圭窄課の／＼

間川上半なんで’可。

三痛’才盲導㌃くるしさ1二、国勢調査に潤してし／えバ こ

の間の調査で千いいんで’マけ1しビ毛、と“ザ貫目が㌧番な

可“力＼しいしし、うカ＼． いってみ、クじは’目互プ己らでフ夏目で’↑カ＼

石橋一番記八不備の’ ｽい“辛菜の稜類、イ士寺の葎頚
て“ ﾄれ。そこは書いてな・いこい↑．ないんで、可が、皆すん

す・．自分のゴ臓炎ヤイ町外ピ般1二公開する場・合．だけ
は’アレビ’なルカ・で聞か〆して答えるし享など、会社員とか、

何々関係とか、半ばほ“巾・しブ・表現乏．しま寸れθれどち’

！の二とが書いである。

三雄  七ルレ、ヤタソで可ものれ。

石橋仙辻のど二ろ斥日本八は圭だなナしてな！lという
巾＼、ブこし．えは“走栗閃係て∴八二づ々な．ら’。爪工づんで乃
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ろ し いう は っ さ り し ブニ表チ見にな・与 つ〃して一ない‘ イの 二場合

 「1㌻追築関株のイ士孝・で寸、と衣呪しまてれ，二L一木エ争なん

ナ・のコ場合は、 ぽとんといが’エ、爪監督になっτフヤうんで11ユ。

職芙t二ついての国民の奄識て〔カ・、れしバかな／作用し
てのノ艮麦晃。にな・ってし、ろ。

三浦・／・しがっこうよく．上位にいお’うという維から

なも識でrれ。

石橋争務的なμ季乙ヤっていらして．も、管理的東務F、

れし見縦よ・1な形での衣現、そへ乏審査！ていて一む

狐くいllのはちよ一と牧術バ専1け了心
王砥不可能で’しよう。

乃楕こ／リ／全外再調査け／lしダメて川よ・

三布同け可能の問題で・孝厘て｝ポ采は、ほ“くら
の研究作間η人バ．学歴詐称という言東は馬し〕ハしゼ毛．

」ニイエ1二書く．たしたぼ高卒いに六手と書くといっブニよ

う仁ことで、仙箱乗パ・掌放基本調れ何す万げレ
が’ ?驍ﾆ。、朝日新聞r出走レブニtハしと’’七、 乃外なんかモ

千エ■ツ7不可育邑ていしょう。

ム中 中盈なん・力＼！ポ みんなキ菜になってし1ろと思・うん

で可、

 それから配偶関イ采の記入痛ナしが’多かフたぞI、石橋く

ん、 ビうで↑木㌧

戸橋 配偶関イ采の記入痛1し七、如・㌃り命回の調査で見ら

れブニこしなんでてが’、 ぼ＜が’考えると二ろで’ぼ、配イ丙老

じいう言葉瓦理解している八バ・ノ・τいんでてれ。

三楯’ 日常用諸・に㌃し1んで万れ。

万袴 水回η国勢調査のし5に、符に気互つ1丁てもらい
た11な一し艮・う！、ξ、なんで寸。れしはわす’’ど書ヵ・な・／lんじu
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べくて、「勇己偶・しいう永免の珪鮮度！／くないゲブビャな

い小し乱・いま↑。

ム中 今〔…コひっ場．合，示んブ方で七未婚｛二つけ㌃さヤいけな

い んで↑ れ。

石橋 々うでr．赤ん．坊でも未俺にrて一クしろ」しし
て石リま一一しア三れ。あフー二りまえのこど茎。

三三タ楯  万カ、 そうだ二。 赤ん土方は未く昏なんて十よ。一

山中．瓶1失状篠ぼその1並し闇の二じ乏闇いていろんで寸

十L いっちそうなんだワヒ、 あ八はだへでもし3・だんのイ士

争．し解釈して．いま↑れ一圭／二の調査票は、こ川互
間に限って．いろんでη工。

三月着 ブニ主ブニまで七、 1並間Σ一一一一二一・。

ム中例タ／の人のモある二川あるθ二1しではそういう

人は公てこない。 二4し互しろうといってそ無理なんでて
れ。

三楯  平竿の択鴨で1並し間，

ム中 こ～エわ・らそういう1且間てrは、
三楯帥ユエ年から導へ八た工1で下1－！。

森々ういう言己入」二の注蕎、崇、ほ、説明会、あろいほ打合

立会で、グ乍り力を人1して説明なマろと赴うんで了け1し

い、説明合に調査艮（エ1い’・虫な1〔しばならなし1わけで

て～イういう制度にτってし1ろんて・しょう・。

ム中 わ〕工、なってい圭子げヘビt。
森出．い1〈もい圭可が。

山守 いま可工。 いつも†っているから．

森むしろ、ベテランのくが払㌃いか七し八ませんれ。
ノ艮くヤっていろ／くの万カぐ。

石橋れしが困るんで．可よθ紅ビ毛は1㍑・た臼に峠
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王ハて、欠席しブニハニ貧〔ろ’紋育は、乃いま、もう個

別説明でしていろんでて。けれども、個別説明でμ㌘

かなカ・時間がいしまセん。民際に50分もかけ1〕ズいいと

二ろでrものれ。    、
 だハ弓、「手引きをよく託んでくだい1」ということに

生ってしまうわけで可れ。 手引さ毛、 小㌃t）のボリニ」一

Aバあ／まリ・ら・全知互紀にで’回で理解できろしい
う人は々うで’’い二い圭七μ

三瀦．ベテう． 唐ﾍピ欠席率カぐ高いんビヤ㌃いてrへ

石橋  国勢調昼序ぐ年に／夜4調査ですから、 余りそう

いう欠席はグな1、と一赴うんでてけ1しビポ 正策調査tん

ていうのは、与年調、査で’笑花ぐルま寸から、先生片っし
ヤ ろ、よ う な こ と・バい た ま11 今ガ  ベテニラン ぽ ど㌧一．一一一θ

森ひしろ固歓が多い方．バ、な1していろというこヒでれ。

三楯  こ月間の国調で、私のところに未ブニ調査艮は並斤

のよく知ってる／＼石屋のぢし“さんなρで’てれ・私のと二

ろ〔工秘調査毛米‡した．れ〕遂1〈バ束ましたけ

れビも、ユ人し毛調査頁つ矛前、皇絡先が空欄でてよ。
々れで、ほ・く渋谷ε役所に亀話ハー丁て、ビういう稲専互

してし1ろんだなんてイ千ヤニ巳ソつけ．ブ・の。そオtカ・ら住宅

調査そ菜ば泉たんで’可よ。万八、サン7｝で可へ々κ
七夕届ナしてろ／しで’万メよθ

 だ巾・ら、循然がtしれ家元んが、．調査員が逸絡先三書

！1てこな1／い1うの、ぼ．くは体験して！lま↑れθ、そして

そ・の人た弓はベテうンなんで’可よ。／＼’百屋も、 もう長年

イ主んで’’し1ろ人で可外られ。

 々れ巾・ら余談で’でべ 国勢・の場后＼に． ぼ＜のし二ろに

不妊看用つ調査票バ未たんでて．よ。
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石庸青い色ザγ刷物でrれ。
三楯 ぼくに亙昏く々こにいフニね・ら．片じ’マんにr圭う

の夢己っらヤダメ しいやないづ」・」 ってし、っブニの。 フー三’巾・らいろ

いろ乃り圭可仙。 ぼく一瞬、 て一7ソートも史わった乃

小なし己・って、わが’目立’疑っブニんでてよ。κ年のヒ林て

いろんでてれ、ちょうと1黒い線バ。乃〆しツと彫って、／＼

石雇ぐんのしころへ行っブニら、「あツ、 レまった」 なんて

いって。

石楕 ちょっと考えゲしないでマは，不在世帯用つ調査
票というのは、 ／調査員にセし1→±’い6ハン7オ穴しか符たし

てなしリエ↑11容・んで’て1よべ

三塘私はマ・ノク・写’ものでマパハ．一ヌンショバ・
不在が・多！／でしょ1。私なんかれ珊、いけでザ丁八

七七、 七ナしモしカ・七手ク象しで下よ。 メー1しボ’ックスじ’ヤ

なくて。手痕しで不在看平調査れ疲→。

乃袴そナUけ／一／パア刷物で．フ“リーンの封筒F入

ってないんで↑～         。

三楯そltは私の個人1け専惰で、いっヒ美ハに来る
し さ にほ“く 留寄 ドて る 毛 乃 で一てつハら、 別 にも ら し、1こ行5

茎しクニげれビ毛、問題はラ率た者に不危老用互符ってさ仁。

ム中 それで調査気は老守五可っ毛りなんでしょう。
三4者 だ‘↑ビヌK八ぼそうし’ヤなくて、 日目らヵ＼．に「ゐツ．

しまつブニ」といったから、石橋すんぢっしヤろように、

ぐ株く’’らいいけいんで子よ。々うあるわ1丁ないい。

封筒の荻数二毛．ち’舌しるし1から聞いてみた弓． ’走η放

し↑ない1余談でハ↑1しピも・プラ！バシー間題で．封
筒の年ハエ脊外い・㌃いと！lっていましアニ。

乃矯．いまの肋ぼ、肋胴封筒の／千ヒャなくて・不．狂
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世帯用の封筒。

．三楯 そメしはぽ’く知り、主セんでしアニ。

石楠「そ八はゼイしに一 ﾂ11て同ビ放乃ろんで可よ。たがら
仙調査員㍍は間盈いで可、lLお会いできア・ボニ光ん
。な不征世卵の調査票z配ナじは1自分が手間になる1三’1丁てい

二万よ・瓜栗に転記して・いんてつかIら・

三雄本くの明ら外なミスで！たね。ほ“くが、よく知って

ろぢいんだ小ら、笑い話で済んだt↑．1しビも。

 森てん、滅関香仕争務のことで， 巧よっと一伺っていい

で’↑小。I’

森／よい、一ど’うそ、。

三確ざつさモお話の中にゐつ71けルい、国勢調査々
のイ也乃稚走一乗允訂というの．は， 国かソの械関奉イ壬辛脊で’、

看戸に来圭マ～郡ジフハ1こまブニ、東岸、だフたはに灯

／て碕関奉仕川て！lろわ1↑てrへ二1

刀楕ほい、そうで“て。
三楯’セつ場・含t二、 し1丈ご’承末口と。思・いま↑tT4・しヒモ、 惰

紬開け欠でいって圭．↑て“μ1・ゴ承矢1つよ一11こ、

．惰幸艮牟開とし1うつば、一・験的には私仁ら国民イ国人が’国と。

二．巾・白1亨体1二河／て情報互今開してく1・ろと…国人打広い

．蕎味の政府という関係で情叛ムれいいまれ，

 私州いたいい、稀関牟竹専務の／’段階巨・は段1管

．巨い／ま守れ。区が都に対して棉関黍イ壬専務一の汽尽Σ

1も、っ．と宜州方印けてUし、具体1勺F1・だは、圧て’’

即刻利用ろ1二めにヅし集計けてくへて！lいて．一1けい

かという二とで’、機関奉仕立交1アた直側が者戸側に  条も

・訂一局一牛いうつパ1二段上一ド公！」圭子ゼ・一一字バ卸・卵
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奉仕辛号条の内容1二ついて、 もう巧よっど官田魚量っ余犯

を広1ブるべさだというこい二ついて、何小お考え1こ㌃ろ

二とがごゴいま寸利・。何か調査した七の互全部吸い上1ヅ
てし、ってしまう。、悪・し、言葉でいた。ば下請ぐセら八っば㌃

しだ一ていうか…．1い1斥で七し何かぢれべけば二
戸橋 いうのテーマのく奄巨に、犯す采訂なピの叱方
税訂柵いllこいぐ広てい士↑．け八ビも・稀関奉仕争
脊て“ある以上、 イの各イ壬す八た事承にっし1ては、てべて

その才看元、し’ちりド金うして先方’1こj隻遥＿すろというのカぐ、

わ十しわポしの使命でマは。 特別区でllだは、 特別乙の区二艮

の使命でし 光へ ドたがう．こ、と は染色河でさ な二いの は当釈η

こけんでてが1れ専務尋朱Σ部行丁ろ上1こおいて一

行F舵訂なん～二ぢ！lて1ポこういった工うなこ〕調
べて何r役工てろんだし、祇調査看から闇力・八た場合1二．
区て・けいにニハ■ e用！ていろん1三いう宙Σ弦謂可
ろフニめに、 ・卜地域集計と。いうのが卑望ぐルてさっつ乃り

まで。           一
 私ど七も却乞遮ビ下国のすに追ちしていろんでてゲ・

先生片っしヤらかしるように、最並つ純計調査の結果η利

用しllうのは、々ういっ仁面で’め事’’圭しいものがポ）ま
し’ﾄ。姉粂訂の中で特ド／l・地域集言ガ区ていえ1丁“二匹

州榊町丁則小・牟訂・紬81典荷顧の・朱訂1次l
！／ったし二ろまで’いま八ってさそいろhけで下‡た、

エネ1レキ’一の乃る区rぢいて ぼ、 々へ’なりの追ち互 しま

して、航訂の目的外使用の申請互牡して承認をI得て．乙
狙自にコンビ㌧一夕r調査票Σ入〃して采言†して11ま可．

．そういけ丘バ削てぎていま㌃
三カ看 た田乙の場／含】ま？
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石橋 う弓の場合㍑だ．区独自て“テ㌧タ乏調全栗一いケ

コソじ。ユータヘということはしていま・也んfTlしピも、都

の方で率！／暫Ilレ区1二してく1していろんで、爽束肴戸が’泉

討寸ろ場合、地方分査泉訂し、いうんで↑1↑ヘビ毛． その

段階てI’カ／な1）区の専望Σ人1し込んで“毛らって！l〔。

三楯看戸仰る婦合にね。

石橋け、コンビジタのプリ／トし荻！のデー9乏．
生の圭主毛1グヤつば／秒匿・事項ヤ．け～・なけ／
茎可巾・弓、 チ声∠差したもの色区’で’イ史たろようにカロエして公

表しい。

 符r愚菜調査け川場合て“れ、一・1・犯戎粂訂！まず
し、蘇、亭、といえばマだ1し現象、ご存し・だと。もうんでマベ

産奉・1・分類別にヤ／圭↑ピ該当バいにろぺ一一一一一

一一…・ v どなりま可つよ。可．だ4・しだといってさらわオ・Lろんで

↑。 々八から、 ヤつ ぱI）ズニ衣示、 テ■皿姦一でてづよ。 フ。ライ バ’

ジ保護っ面がら発衣でけい紋字べ乃ろ。れΣ秘匿
寸ろ。そんなような作菜けるん・で、活用面ヵ・ら見｛

何かヘタなような気七〃’しし圭可．でも、花域からの尋

望で’η1一いわし七種カ公衣てるようにしていま↑。

 で耳小ら、 惰釈公開と関速可るかと’うかよくわかり、家

せい㍑もし’け1の面で発衣て・寺ろもい発衣して
さつつ乃ろ二い㌻孝良で可。

三ラ循 個人っ場合は、．学旅一つネlL公手キど小々ういう利用な

んでしょうが、．芙界、小策バ、たとえば二ういうおノを乏

開亨ブニいんプ三1ハじと亡、その工の八口分布はこういう活

たヤって成／工つかビう木・し1／うことで可れ，ハいう

デ㌧タ互間い合わ伽二未ろことあ／ま㍗／。

石鴻 あり‡『。いわ／やるマーケしソティ／プリサーチ．
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中場調査問イ条、こ／｝七う区役所ハ紀訂仮グ）ぢ得奄ぐん

といい・、年じ’llうおんたにガ〕ま了。で㍗・ら、々う

い一っオニ怒味で’の惰釈公称ヒいうこどは、種カ、一ご’協力で

さろ面では†一ピ入していま可。

 一春冷用↑る芙想で多いのは．ヤっぱり銀行ぐんて…可

れ。 てニブ～し、 そこで“私ビも一番気互っけていっも等矛奈し

ていることは、祇調査・看に迷惑え及ぼ可よう分閲覧．発

表の仁方は紀対立る㍍いうこしで寸。いつ毛職員に屯

し、っていろんで可θ々のjLっと二ろにブうノパンーに弦

11ろケー不バ亨～ニボ）ま寸し・調査したいパ勺束と
しても、二の耗訂調査1二． ｦ力1てい仁だいアこエ号含．あな

たの不利にをるようなこどには一η使わ1しま七んという

二㍑断っていま可パフ、ノそういった面から七、尋菜斤

従訂の染者朱得いし．llデー㍑い1ハ・一番い芝情釈公
開の持、亭、に㌃ろう巾・し艮・う／＿で’「。

パ・規禎、雰柴田企菜の場合、卒芙所名薄の聞覚はい家中

火していろんでて。 という二ど1丁、ヤ’ば一）フ0弓イバン｛

の概念しいうの1エ八ドよって春があること㌃／一で、・先生

ラ「に石片究Iしていアニア三いて、 イの才既令室ほっうリσ七て七

らいクニい。ヒいうのがいしHしの気持ちなんでて。

 人Fよって個入差が徹しいいうこい♂、自分の家バ
ニニで尋朱け・ている．しい1こ㍑出グこくないと
いう／＼も一杯！1ろわ1丁てい↑れ。特に・卜⇒いと二ろ。 そん

tいに私と・’もは、尋菜斤条た訂調査っイ列でいい玄マヒ、

柱には1八以上禿・皆で㍗・ら、専菜垢動を行っていると

ころは全知調査、るわ↑で可ね。 キ八乏 「争菜斤名／鑑・

しカ・何とか銚打って全静発衣してしまう。 ここイ町耳か前

文で吋って寄L ﾄ／lい。
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 最血中ユLレブニのは、ヤにリ、 ／つのセうし1っアニクレー

Aが’っ11ていろんでマ。 うちの区で’もあろんてn↑け4しビ

t、専失斤航訂調査1二協力1ブこれはあろけ1｝モ、こ
んな専菜昨、名多監に登載寸る許可は与、えてなし1と、 ピなり
             ’3ム人ノできブニ／㌧木ぐいまて。 キの坦しのと二ろは気をつけな’け

川ズいけない。いま1‡法人経官の争某所だけ1二限って’名

館をつくっていまて。

三楯会社名族でハし．・

石橋 たた、個人経営の場合は、丘人以下のは公衣之表

し控丸でいま可。

森細いこ一とでπ㍑ギ先け銀行バあ’／書意・㍍
だヒおっしヤったんで↑が’、パノ〕‡ゼういう利用なんで

しょつグ。

ノ冒才喬   ヤ 1エ りノ雇員ノ客テ寸策て“．し ょ う れ。

ム中  支広互生でろ端。合じハ。

石橋 文店え違でろ場合1二、穴蔵方に1か一なり鯛かいテ㌧

タの報告青け！て許可乏毛ら1んで↑へ
三痛i虜艮行の孝†今更は、 言午可制で可から抽。

石楠一・い詳い1内春を闘いてさま可狙。

三楯々れけっ1ゴり、引さ合うかビうかと11うこしで
しょうね。

石ズ喬 そうで’しようれ。 市場調査の一種と理解していい

んじ’ヤないでしょうか1

森そへか弓、話にちょっヒ前r戻ってし圭うんで寸け
れヒモ、山中ぐんにぢ蔽いしたんで’万バ、調査買の説明

会のしぎに、爪専な卸分ど11う乃は、調査員手引5の孔
口芦と． ノそ4へえいか1二言己ノ＼↑ろヵ＼．しし、うこどなノく＿で’しょう。
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げゴしビも、 仁し一えば’国勢調・査バどうイ史わナしていて、 巧る

いは国勢調査のキモィモの目的とはこういう七ハだ’とい

うような乱舳時間一1‡・“くらい割いてパジま可でし
よつか。

山守 セl／〕エ初めの方のほんの8／か’ぐ’らいで’’可。 ζ分モ

ないくらいて“．手引ぐメ最初の／ぺ一ジ1二あり茎可μ。

森く たどたば’ネ皮調査看バなかなか協力してくづしない， ど

さに、 調至に行っアニら、 ど’うして二ういう二乙を調べろ

の小しいうようなこと亙聞し、仁場合に．夫ナし互調査艮か
う ま く答え らへる よ う に し て 片く ψ皐が’ゐろので ほない

小ど尉うんで市ガ↓。 そう．いうも口米で．説明会のとき1二一．‘一

一一一一

B

山中国勢調査ハニ／は、キういづ質闇1まポけいパ、

調査臭はハしほど㌧ドてないと思・う。

森ほ州調査だい・ゲ）問＝；過に㌃／ま㍗・。

ム中 々うでηよ、ハ｝’ザニは特1ニヤらないでηよθ
三戸循  ぽカ＼の調査F比べて， 国語は別格だってよくいい

‡ては。

 統計局バ昧風づくったは↑1で’↑けナしゼも、 ああいうの

をこ’’利用にtりま可力㌧

石橋 ・命回の国勢調査1こ終んで㌧士、才不合七会て“も†りま

忙んで“しア㍉ し小し・普、亙り年に・・調査員差集めて〃想

談会ヤ研件余乏しま↑。うい区では、年に／回、犯区
別1こヤろよう1二していろんて“すけナしヒ“もユ光んなと書．に

〃舌／レてさて上．脈レ・て、室肱、啓裳にれるようFし

ていま下。 あの映画iエ・ 一名失国氏乃方アニちF牢てモらわ

ないフ意味がないて“マれ。調査員乃～二党尤てモ余リ意・

吹バないんで’、調査民力・らもわし乞！1わ斗し〔・こう1’
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う映画に、俄会ある二“いご一般（八に免て毛らえぼ’．「之

討に村了る理解夜力ぐ増し、調査もいr〈なる。ハ／しわ

／・は、モう理解して11ろ力・ら二之純計調査に協力！て調

査夏1二いているんア⊥．いうような訂）1けし‡八。

 ハし川／1ま。国勢調査．μゼ1時なんだ一という帰、
森先生川お話ゐ1はレたけ1じと1毛、’黷ｵは問答集の形
て∵かなリ詳しく、最近は納言す局て“もっくって、配っ・てい

圭可。

ム中 前回カ、㌧れ。

戸楕ああいわハニ弓二1い元、二うい∴たけあ！／
えと！／うような一一一一一一一。

森 いわゆる予偲、問題集みアニし1なもの。

右方昏 こナしは毛うかな…）言羊しい七つで、て、

三姥  あ1〕工統計局狙官．て・七．考えたでしよう1T lしヒモ、

生命保険．のタ／務員・こ“婦人外欠員・ゐ八のll／炊～士打

湘当村にしていま可よ。．ぼくいよ；1っとあろ会㍑ア1

んだ1〔・しゼ七、 々へ（エ爪更な七のブ三。むしろカ・みっか八

たソーこっちの千のだど1／うんで’可よ。仁どえば’、保険だ’

っ六二らイン7レに弱．いゼヤないがど、 七うちヤんど春元
至用一 氏Eレてあるんだ。

 だから純計の場合も、国調なんかに協力！ブニフて、フ。

弓／／ぐノー1太使いしろし二娩全1エ寺くならないレ・っま

ら一ないヒャなし／かどし、われたら、侍ってました．t・しろ

文句いうヤっほしいいいんブどという非常に稀種一的なあ4uエー

枕訂局七学んだσ†Iで可よ。「なるほど’’、協ヵしまてよ」

しいうヤっFで艮って、 いつ巾＼七ち’っしヤ・っブニ1丁メしビ亡、

内谷が力・いて危ないのは。「ええ、乃しブニ書いて片さま

㍗・な．んてヤっはいい叫ん書・んで∴↑！バ！！～
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フ㌧つ㌧いうヤつぼ、一友珪．解↑札｛・えっていい結果
バ’狙うって、 いつか、 アニしイハー彦ニム中でメ）1ニイ引っアニ。

 保蹄勅諭と似ていゐな。／己だ保網場・1・は局面互元ろ

しいう形だ’“け’もし二つちは協力しても何もお逸い‡
丘捧的吋！・。／締の．紬は、川！ば与心王買うという

のがある。その／点1五味・いて’＼保碓η勧希艮つ訓練ど非

常1二似ている。航訂局μこ川学んだは↑，で可1L

石橋レ1レスて川奔けは「断らハニいから冷ま
る」 とカ、いわ一しておリま†げえしビ毛、 秀た証言周査も、 ある

面で．’μろいう葎通の／りい洪卑で孔

三雄 両方と七禍か八づ’’ろ客とt1う烏で＼全＜同ビゾと・

いうんでマれ、（笑）

ム中 目黒、の場～エ登録調査民というパカぐ乃りま！て、

イオしの研作公が年に1回乃るんでマよ。一キのとき1二そう

いっアニニど乏詰しアニ／しま可1↑1け’’て、特1二I謂会心得は、

手引きし＝一あるんで’、

石橋登録調査員制度μっていらデしやる区1ガー年に
／他力・登録調査員を集ハての削弁会バ義務っulアいしてい

ま寸小ザ光こへ束たしさに、々ういっブニような調査員

～㌧・得的けの乏闘1・てもいて、調査に行っブニどい
被調査看t二律可ろ稽、痕付1公一÷ビ乏勉強レてい・1ど！l

う方式茎いていると；ろが多いで↑～

森 ここで一、ユ各冒つ諭、崇、て“ある調査員剖度互めくる諸

問題に、話至稀していボニいと毘・い容可。

 東京でt冬．登録調査員乏区単位で抱えていろわ1Tでし

よつ小．

石橋 ばい、市区町科竿但て’’」ηよ。
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24967

森ハい‡1町％くリフいあろんでいう勺・，

石橋 最近の情辛艮てrど、ユ1区宇ハ区で、↑。登録調査員

制癌をしって、曲バ／いにもハ刊夜に準ブ処！て専菜
執行乏していると1．1う区てr．／l・

ム中余／し／lえてないでηよ。

石橋 山たてないようで可。

三楯州ノー．1にれんでぴ・／978年9月ユ！昼1こ・
戸橋くん至沃私町の砕立職員研作所に．お招きしたどさに、

ユ5乙中／3区って片っしヤつ仁ヵ、ら．成っていろんてIlしよ
う小，私、の伺い青バ間産ってし1’ 驍ｩ亡し㍑セいく、昼
雀乗制彦二にのっているのはユ3区守／3区、 七ナしで穴田区η靖

合1‡、自治会、町会権薦方式けっしヤーブニ。減ってる

のでしょうカ㌧
石森 一たんの1し1で、ヤハブニどいうこし！下聞！1てません

朴．ら、Uしは仏のち’話の間盆いか七し札圭セん。

三雄減ろ二しは乃り得ないでハ・。．；1

石橋一たんのって、次の刊わ・ら川だじいう話は闘
いて葦セん。

三楯  一省史的な給也ヵ1ら寸糺ば、 自タ合《方式バだ’んア～ん

で1’↑’力＼しく狂ってさて昼4柔制タ史1二孝ラるわ1丁だ’か弓、 い圭

ぢっしヤろとら’りで’しょうれ・というも矢えししました，

石橋 し“ヤ、ばくの間盈11なんで、済みまセん、訂王し
てお一し、てくだ’でし、。 ／！区が’二正しいて’↑。 ユ3区千乃条勺牛孝定

で↑れ。

ム中  しかし、’．国勢調査rま、 々の登こ／縁調査員互余り4足え

なし、／して“可。

石橋、々うらしいで了れ，登録調査艮い／うハしいわ
ゆる地域1こ根ぐ“し仁、地域関追の乃る調査、員㍍いヤ乎
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いで’ hリバか㌘りつ区で闇！1ていろ話で’↑け八どデ
イ史ってそらえないどいう7ト；西ヵぐ広ていろノそうていて｛工、

山中 国調［よ宮劣余・、町外（方に哀夏みま↑から．にぞニ

ケ椎鹿して／いゲ丘に町舳役員入たいなのバタ
く出てさてし交う。

森し 町会㌧の弦L、しころ、クし事交的残っているどころは、町

会に依存して調査員互世話し’てもらう。昼緑調査員刊麦
と守手って いろ ど、二ろ ほ， むしろ 宮タ含。会の 1レート で調ノ査・買．

の調追カぐなか㌃や・でさ！こ之い、ヤは1）そういう傾角なん

で’し工うか。

石橋 現在昼録調査艮予1友を持って！lろε1τ、調査員星

イ岳Fついて非常に徒未巾1れ’す’かいべ乃ったしころで

て十・レ  いま々の／ぐスに衆リ 片＜〆しているとし1つちヤ表ヱも

が行書通さ’’が吃りし㍑んけ八七モ、々う／lう区に、簡

単にいえば，乃ろラ呈友、し1い荒・禾で’ハイ呆寺的㌘空気が残

っているク七ク或で’↑。

萩町会組織パが’っちりと才け’してい＝ると二ろで1ては。

戸橋セれで特別区の方角づ’tけして、ヤはリ区によっ
て、’ n域r也関しフニ行政というη五重視して！lろ区が’カ・

な一）あるい丁で↑。

 私パ爪田“例でいい〔ピ区の方針しして一犯
か／・1二ちの高見をで章ろだ．l1吸／山丁’て区・政の盈営乏

して11さたい。キザニめには協力と得い丁八ばいワな～
才子疎イ則からいろいろお原頁い守ろ二と弓、 ／つのす動力之得

ろ手段だと珪鮮している面が強いんて“可。 そのかわり，

本目チのいうこと七問ぐましよう．参カロして七らうんだと

いう考えすでηよ。

 光グつけ丘ど！て、航訂調査員しか□日赤関係と
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1ハ，美化協力夏しれ・いうよう㌃形で、住民の市ブニち、み

んな人リムんでもらう。だ’づハら征討調査について亡、 お

凧いマるfゴっ力・／ビヤなくて、「ご協れ！て毛らう・と

！lう春えで砺川で、調査冥．の盈仕も・々ういっブこ意・昧で’

区側の克・何ハゲ程衷理解けていろつで・登録調査員
串リ表をと㌧なくてt追宕はていさる。 イんな・と；ろし“ヤIな・

いんで’しょラヵ㌧ だ’ハらといって一 そ1しに欠陥が㌘いと

はいえ主セんげハど。

奔登練調査員左持っていらっしヤらない区つ場合正二は、

一段の純計謂査、国調以外の枇訂調査も、ヤ1エり町会租

餓とカ・乙亙して∴調査員け．願・いいろのでしよう．～

石橋はい・ヤガ〕地域の佳氏っぺ素、とllうこと。仕査

団体て“ぼ乃り家プηtピも、倉命会、町冷紐餓というつ

が、区内全域1二網羅すれ・ている区百うちつ区なんか99％

網羅していろといわ1していろんで↑け八ビ七、 ヤ刀工う

な場合、ご’得しいのよう1二、純計詞査ぺ1穴さな目的パつ
に、 対象牙巴握、 1漏外なく、 重ネ更㌃く 言岡査可 ろ、 符 に悉皆

調査勾場合、人命題があろわ正丁で㍗よ、々うしブニ場合、

地域に連関レた方ビヤなllとわしは無理㌘んでr．

 々．ういった面で・で㍑二けバ．つ花域に桶五／た
すというこじド麻、亭・色合1・7忙るならば，々こに住んでい

ろ人が’一脊いいわ1丁で、 それし同時に．、々こに住んでい

ろぺ博日．ゴろから地域の内情互J二く矢口・てろわ1アで↑か
ら。

 ハしから調査艮つ菜務から考えブニ場．合、足z追、！ぐと！l

うμ率バ多／㌧！回で済む問題ビヤな！lてrハ。イう
いっブニ面王者えクニ場合、調査の所期月目的Σ皇可るた力

Fほ、地域1二位‡わっている人、々ういっクニ制、苧、互生か
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寸にぼ．そ二F住んでいろ人からの調査員亙任が㌧各望
ましい・ こ4しにし＼え一ろしテ5うんでマ4よσ

 ブニだ、々ういっテニ人た㌃ば外1）に頼ってし、ろというこ

ξにい家マヒそハのテuメリットしして払て＜ろ‘面、
二〕・い話盟f二な・ろし思うんで㍗アヘビ毛。現住間題

ドいて！／ま↑7ライベジ保援め問題しの関五バ．デ、

／リットしして於てくると芯・うんで下しヵ・し・当区乃
場冶・、 々うい っ た／ り いノド． デメ リ ッ ト差 いろ ぺ1ろ考え

合わ・じて．現在で1ま．圭だ’登録調査員制度1こ踏今刎ゲギ

にいるのが’現状でIて。

 モう／、ξ、、登録調査員利友に。ユ3区一全郡がザい刀／しな

い理由でプ〔け’七、中は／い麦乃登録制友の中で花だ

ていろ問題、ξ、しいうハぐ綬つがパはマ。

 イの1つは、純計調査辛脊セの舌のの平準化が図らへ
てい茎七ん巾・ら， みる調査員くん互．昼侵して乃ってチ・

イ士号ゼない年、 みる年、 あるし5は重な・っであるといっ

た形て1て”基本統計㌘ら基本純計だけで、乃ろ程度巧年
間を通し｝ての平準イし乏図ろ二しと・ 欠亙整芋左して、1ゴ

つからな！lような方丘皇もう一度杜今互して七うたば’、

ここで．1ユン八タントに亡率バ与ピノ八ろ。々うハじは’、

登録㍑した調査臭ぐんに毛、血一当㌃間偏で、作等えゐて
カぐう二と。力ぐ’でざまrす。

 い生け、その調・査の本放が’、年｛二よって、一まろまらで

可小ら．登欽して乃って七、／耳間位専バなくて、区て“

皇絡をヒ㌧↑r片き圭↑ど，ほしんビの能力のある人。
仁専左しアニいしいうエネレギ’一の乃るぺは、他の／士争へ

矛干ってしまう。 いギ区で1束艮亡うヒ赴っブニヒさし．こばち’原頁い

で’さない。 こ人ノt二とノカぐ多い（て＾て．
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泉 工菜紀言†み7二いに与年乃ろ調査は別にして、ξ年お1

さに㌣ろものしか、 ぎ年ぢさしか2一年ぢさしかゐリま↑

ので∴重なってしまう一い“っ一循1二重一なっブニゾゐ
ろいは全、れかっナニ／しいう問題は雄／1・にあるげ・うん

            ■で’↑れ。

声椅向・ら登録刊度乏しっていろ区一のむんヵ・らいろ

いろ聞くんで↑が’、ヤユガ，々ういっ仁、気で，調査員すん

どして散育し・．いい調査左して毛らう．たボニ†ってガ

コン八タ／ト〕士辛ヵくないから、一ど’うしても逃げ“ら八て

し圭う・キうマ．ろと、まブニ、新し！1人三探リで新陳べ
謝バ激し過き“ろこしにな／表す。

山中 爪田区くん力ブニり数ボタ11かられθ

石橋 うちつ靖合はセうな・んで・I寸。調全員つ登・録荻つヅ

ペ1にろは、うま＜軍転て㍗ろんでてが、衛なしこ
ろの区は毛’す、ヵ・レ！／で㌃ 干の剤友はヅなくとも辛業所

統計調査の調査員放互標準に言交産七占というのゲ、国η

年綱つ木下どころでrバ、．う”場合で73・声はビなん
でプ。そのベニけ常時抱していて、土哀調査しいえば1

使えるのは々のうちの約ぐ00ぺ足÷↑一1工00人余フてし
‡うわ1↑で一↑ね。商菜調査で、グェ／4・・べく1一らいで・↑へ

そナしに商矢ば3年に／回てしょう。

三浦ク3・人け’っしいブニザτ・もし登録調査、具亙置

くとハじは何0人く“らい卑ろい1う一一一一1
石橋 いヤ・ 国の基準でし、登録しアニ場合ピー7ていク30人

とし、うこどでて。

三楯尺田区の八口は大体川くらいで下ハ。
ノ石楕 今度ノ）国勢調査で，66万9ク9人て“しブニ。

三循  目．票、区ほ？
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J八中 土6万人台で可。

ノ言橋  爪牙圭いまでナポ

三緒  目黒乙は登録制友互しっているので一↑か三

ム、宇 調査頁に登戯している．人は．現た爪／本／30／。ぐら

いし＼ろし貯うんで寸。．八イ本化。良の主婦が80㌔以上で’しエ

う～男バ少なし㌧
三雄  もう登録調査員制度r㌃ってから長いんでてか。

ム中 46年から袷支っていま†ハら、 ちようど“／0年く“ら

しリニなりまηふ。

 常任し’，ヤなし、て“下方・ら． 、3、たんは別に手当王公してい

三七ん。調査ハニび1二やって．く1しろかビう巾・間い合わ七

て・ヤってけしろ～二1ご11碩ぺ、下．々．八に工策・商策、

ちょうし“数ダ回ビくいltんで↑。二毛何†べで↑パ、

！人でユ調査区くいい／待って七ら元ポ、ちょうと“足りる
んで’↑よ・

三楯木田区つ66万日丁度う。
森長い二と調査員室いっているム中くんドぢ伺！1し
たいんて“サハしゼも、調査員小仁きい／い〔小、つ麦

／い圭の昼錬調査貢の場合、先はゼ話毛パ1ました1〔し一

と’’も、主婦がか㌘／多！1い丁て“↑1ユθ乃る調査至はし

だいに、登録謂登買に含まれる主婦層と、ハしからム
中くん．みブニし1なベアラン層と小紋訂調査ト対ずる対応・

～±方が速1ように思・1んで、Tは。主婦ルい1のμ八
なりのイ士争はすろようなんで可け八ビも、流人かたき“・と

いうイメージはないわげなんで’可ね。 で’了から、 敬頂州1二

見合っ ブ・ニイ士専 ばこ な↑ ヒい う も口米で、 あψぐフ て （ ろ デ，一

八貫バツし孟うんヒャない／・い勝1んでゾ天）
ム中 イ八は最ネ刀はあナしで可’tTlしビーも、 な札へば同し’で
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寸よ。

森 ／珂かバート知識ふ才二いなものパ乃リま可れ。一

ム中調査劇いいところし果・いところどいいま可けナし
ビも、 芥巨手が’し、いじころに省ブニっブニ調査員は・衆だと艮・う

            ’し、 ひビいところに省ブニろと、 一友でこリてし圭う／㌧芒

．あろでしょグ！lって朴｝坤所t二上1て↑叫いハ丘
う／しですれ。で可バら．工葉調査ゐブニり1τ各年ヤってい

圭↑から・湘手ダなべてllろしいう関．徐で， 調査もやり

ヤ可いで†れ、

森工場調査至才旦当する調査艮ほ．ぽどんピ言回査区の芙
更はな11わ1丁．．て“ハ・。

山キ 六狐同ビし二ろと持ブニして11ま↑れ。

森、じヤー1殺グみ1二㌃れい1二とて’’ηL
ル・中 私なん巾・エ葉調査片年間、でっと同ビしころへ行
って！lI ¥てグ弓、行けば’まブ千未ましアニど11ラ…一一一。し笑）

三楯  「々ろキろわいで’Fなろんいぺないでマかユ なん

てし1わダしるんいヤないで7かθし笑）

ム中・虫バ追し1というと二ろはみん乍わかってい圭寸．

てぐヤってくれる象（と、 そうし一やないしころじ区別でい5

ろんて“T。次、阜バ弁まいや｛な！lにろtけことゼ、二。

今回も90ぐらい対’泉バ乃1ましアーアκビも，まだユ～3

鎮ないしころが’あるんでてよ。

森つ．家ザ仇全の申付一緒に調査票のプ記｛ろ
肯、と“かしくらいいいしヤいまて。

ム中 個人の場合氏 ヤっぱり石崖定中考の時其目ゲク斧圭㌘

！lヒ。最初早く歩ろしころはそうしuヤないんでザアκピ
七。

三楯 こ1｝方々ていわケしていま了は。なぜα同引8花
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在でヤ ろ カ＼。

ム中 々うで’↑。～〕‡ヤっパ13胃弁まないいよ∂

’森むしろ5月に航一しだすバいいと識いま可～
ム中 3目末季見狂一のすカ∴

三雄亙庄1けグなかクンといわな．！㌧

ム中 日キ期至↑らした方バいいんで↑ナユ。 ヒ“うセ出㌘い・

石橋仇金の育だ’って、内反的にいH日ペフ1川31
日までの笑絞互老1／て、5目／ξ日までi二中老リんです

から。わリ合わ花て毛髪しえたないと思・うんで’マけへ

ど’毛、ヤはいい方で七えういう声バ強いで↑れθな
ゼいまの時靴ニヤるんだ． ｢／うこしで、そ㍑殊由1二し
ての未堤公が’一1仁1の什～二上！）ま可に
三痛 結肩々ごまで’’侍っわけで’しよう。

戸橋 仔つ／しですアで市ハら早く集計なんハで㍑1‡↑’
が’ない。

三1循 鴬・味ないで’でな。

石橋 ブニだ、そこ工広啓序、〔ろと、ヤは／、工げい↑’

κ込むしいうこしはいえ圭寸に。11主のμ目引日尻たで1
二には税金いま関係な・し1んだということを、従来グら↑’

つとし1って5てし1まずし、 芙ア祭に孝允／金・しは一糸象互風して

の方向Σいでい圭↑から、セ牝皇崩しクニ＜ないしいう
／つハ4且し、が＼逓L雇一府の方で’は強いようでてれ。

三楯  ／つの理由は乃ろわけで’守れ。

石橋 々八カ・ら代粂の好ましし1のが’ないどいうことぞマ

れ。 その時期Σ象たろしてろとき 同3i巳、 年．度がわりで・

てれ。 セの 時其目はやば りデメ リ 〉 トの方が’強い。 車ス動、

車え入噂の時期、主に戟勤て｝可ね。々ういうれしで、デ㌧
タを書し1て舌ら．1について、仔’ ﾆしい時期し、バ！lしい

             40

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ってい‡てれ。㍑しに、時系列的な・国カベ弦く作ポてい

ろようです。

三拍まクニ調査更制度で↑バ、ム㍗んない・お考えに
なって、 oつき石橋づん七お。っレヤっブニげ1しビポ 一目、雫・

の場合に，昼微調査更制度が州に乍、けんてこいけ
1）得い／でれよ。夫1マると、血に今度石橋け巧力一は、

11室の官看金時代い1うか、町会碓薦方式バまだ当分雄

符でいうな戚．ビでしようへ
石庸う．ちの方て“は、ヤ1工／登録調査員刊戻けい・！／

かわりに、極力、 調査員し屋の方の意・思・η疎亙茎国一ると

し＼う二とで、 光グ年間で調査に徒孝してくルた調査員の

肯を，／榊κ五バあるんて“↑バ、地区別1こ集ハまして．

調年れ”の懇談れ符1ていろんで†調査艮・“
こ’’

?､ってL、ること星6き者戸いってもらって、 そ八乏p久し、

上1ブて、郡のいろん↑会議ヤ灯かのレさに、調査更の奄
見として開陳十るようにレて！’ま可。ニミ

 そういっブニ中で、ヅしでモ改善でさていく方向川が

見公される’なら1ゴ． 二んないいこどはあリません。今後

も．焼けま㌃ 圭仁々のしい二・自命会、町会長あたりか

ら強く、し純計調査員の盈仕なんかはわへわ水し1二社すの・ば

もってのぽカ・たしい1よう．な腹11蕎“、い手れころ

／8地区．しけてい↑1吏教的乍肯牝が多いて“γ

 和ししては、遮壮拒否の．戸かかザけてボニ場合には．

れない二登録調査員制度への稀れ真剣にれなけれ
1‡“いけい時期ビ付い去・し見てリんですけけポ

上司も、い生その時期で’ほないと半I岬していま下、とい

う二しは、九ほ㍑申し上1ブ主したように．いい烏味で’

の保キ的を、考えれしてiし．’わ・叶．れの’町の二し1本わ久
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わ十しで解決しようじ’やないかという面で、乃ろ程度の／土

民の棉カ水ぐ得けしていろしllって竜よ！／ど艮・いまで。

 うう／．首1、．・これは先生方のこ“協グ待て完成ハし仁舌

州1つなんで’ザ丁ルバ、調査貫の報酬、二〃しの改善

～・ゲけグしてきていま寸。一時期、戦後、ム中ぐん
なん小バー番よく知ってる、解和ユ。年代ヵ・ら30年べつ前

午1二1リ1ての調．査員の報剛の年い・い二、そぺそ〃、
い 七 の グつっ ブ．二 て“て 十ユ。

 その当時がらκべ圭寸と、 いまの報酬は、私もちよう
ど’“五渡期朴らす’っと妾脊乏ヤーてざてい圭↑カ・ら、

自分で七記録Σ持ってい’ ｬグ1八ピ．一格段の盗歩バ列
，は↑。そういっブこ厘杯らしま1仁．キ札湘応の報酬を
支仏ってη辛菜左お頑いマろんて皿て小ら、 町つ受け取1）

育も亙うんで「。

 一例左中し圭子と、最並ηエ菜耗訂な・んや・、 ／対象当
アニ り柔勺／0C0 円弱 文才∠＼r て し、 ろ んでマ は，  々 η ，ξ、て｝見ノま 可

ど、 民間でヤっていろいろんな調査稀1蘭の手当とκべて

みても血色1けいて“↑。

 々うい・う格段の並歩が乃つアニというカ・、セう！lつアニ面

での改善ゲ図らへていろしいうこしは、 †ばソ々牝な9

ド地域けけ取／方べ皇ってさていい。’ ｾ～最近は
調査員Σ朱めての托朗今ヤ付か一 ﾅ、調査員手当ガ与いと
巾・し、う意・比1工1つも炎まセん。餉ぼもうかなり稜く虫仁

んで’’↑．1日わ1一しわれが’働1丁ば、μ00ん向00円の嫁さいが’

あろの1二、 この宕禺査を茅更まナして王弟してべっっても． 1日

当本…い二しフニら緩いごモならなし1。こんだ与いカネて“八

重使うのはしんて・モない話だという論理で、小なりヤう
十し仁もので’↑、最並は、々ういう一意呪し工典な・〈なって書
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矢しアニ。調査夏乃盈仕薙というこいぐ／リl／して以来人し

いて1すゲ、イういう面でユ㌻改善けし圭しアニ。

 アニブ～、貫の問題で女マ寸ろいエゴ、こ八はもう登錠調

査員のすにい・ないません．わし｛丁専務は市区町村職
             ’員tこじわ寄せ．ハしている二け孝菜で↑。

森器査をい叩っ1川尺吏でハ・。
石橋 ほい。

三垢  石橋さん㌃んかこnらん1こなって．いて、理論釣rと

1’うばピ’じ一ヤなし〕丁ヘビも、ヤ・ば／筋として1‡、あろ

べけ伺い1うの床登録剖友だけ考えFザ）いか。
石棺私は。登録ビヤ弱いんで、常任調査員制度．という

れ、よく郁乃会議ヤイ榊に成て、発言してい圭て。／l
わゆ．ろ・専門反の養成て“すね∴1主の登微・調査員制度と

いうゲエ、調査具の盈壮緯い／うことに絡めて、各市区

町村々、ら強い卑望バ出て、 竿仕調査買辛リ度t二符っていけ

どいう芦パ強か一たんでηけボニ利壬調査員弗い1し
ま・寸，ピれしい）の委嘱料皇払って、わし稲当州手通差

図らなきゃいけないい／うつで、その守閣をいた形で’

守れ。登録互してぢく。昼縁で可べら、役所側ヒしては
約束したわ1丁し“ヤな11て・すれ。

三楯拘奉はしな／㌧栗亙していハコ足ビ岬パ布
任制て“守れ．

石橋弗ノ壬弗い二廿しは、何かど足州料みたいな毛つ三

才く11声牟バあるし、むすI’かしい面が巧るの’がもしれ友セ

ρ。いまの制度れ．ブニだ、単」、役所‘こあろ名薄に純

計調査員をヤってく十tろ人として昼微ぐ牝ていろだ1アで

あ1ジ 年に／国なり⊥回㌃1ジ研伶松方が’義務つ、、1アらへ

ていろこしぐらし／でマ。’ ｻの他1こは、総理府航訂局ヤ、
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栗京師で、発行している「調査員だい。え読んで壱ら
い、 日ごろヵ・レ舵訂調査に，河†る多量鮮をタ条めてお・いてモ

らう程度で寸。々して、調査のしさ！二，区役戸けら蝦ま

牝れば従率して亡らう。乞うい1こい二†ざ’まセん。

 登録謂査員制度の咋で．圭仁問題，亭・として残るそηが

あ／い。そ～エ、実際の調全に従卒して争攻が発生し

た場合〔エ．公務災害補イ質z得ら～。しかし一、いまの

登録調査員刊友の中で、クニといふ’区で、登録調査員巧研

併れヤっブこツ何か／l1場合、丘中で交互争グ速1て

も、何ら祥償バ〔しない。身分保障ハしてな・いんで寸か

ら．々うい一フた面でほ、．こわ＜て会合そ開けないどいう

ことを！lう人t片り圭す。

三鴻保／声制度と導入しフニらゼうだしいう話七ポは↑
’れ。’

刀矯’たた、あ／圭↑～

三楯保険料は区な／秤な／～ムって、
石橋クニだ．穴蔵省つ査定で午戻七クソだ・たい・い1
誰乞闘ざましブニ。

三瀦む二登録調査員制友の問題、れいうハ、ノ町か汚ら
探！みクニいなご・いポか／伺ってあltだけビ。改善、れい

った方バレ・い木・、登録制度乏†’っと糾口κ年カ・らやって．

いる目黒川いして、‘ ｱl！l1舌苧、はモけし改善小
ろパだというのほ、何小ゴづ㌦・まハ・。

ム守調査員1二登徴している～し全考卿め巾・弓同ビヘ

！“ヤt＜て、八～・わ1）かだ！lバあろんて「．そういフ

た人r†つはgり調査FなKてやろ。そ八バ年に／回く“ら
いヤって毛合評家‡らなl／で㍗1ら一々ういう研／1斧互．亡
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っと・寸）っアニ方バし1いんビやないかと赴うんでηゴ。

 実際の調査1二行って、、／ぐつハっブニ鴻一合に．ど，。ういう｛

うrヤろ小。 手引さ至言乞んで七らだf‡リフかろんてu寸が、

れしだげいヤ  ハし二々訓条束い1うか、々ういう調査
            ．乙ヤ／づけている八ばいいんてr。初めてヤった／。毛な

木し仁人も一鏑で㍗・ら．みんななハニ人F㌘ってしまえ

1ゴ間遇吋くない．てuぴ、々lll－llな八けること
が第■で↑れ。

三楯  目黒の場后】二，職んg0％主一婦とお’っしヤい‡しフニ

てしょう。い）あい定着率い／いんて一’し1う1・。つま／

新陳べ諮はあ圭／↑1／で㍗・。

ム中 ないようで†年として、仰κ、れべが一番多い
で’マれ。

三！病アごll，／1前、ぼくは、雨の降ろヨ（二目祭、区F何“

言令し1二行っブニニしバゐりまマれ・あκ、調査員さんでし
二う。

ム中 そうで↑。

三カ着！ 吏げろ戚じ’がして七然心でしたは、 あんな尺気の

栗・llしさに。だから、†っ1ガけういう／tいトがハ
の力、牢ど彫って、

 ぐっさの万矯くんの区の例とよく似たのド、穴阪でち

工っどこの粒の一調査ではない1↑ビヤっブニい1二、／／

わゆるだん㌃派バ官冶公乃貢仕着でしょう。戦後何年、

とuうした・てヂんな衆にせ代文／べが足こ‘）〔れ。そう

れど、ヤっ州だいどん医鯵が虫でくろし！lう川な
こLを、ちよっと尺取で伺っオニニとが乃ろんで可。
万ブ喬  †っ1㌣りいまこ乃時一期1二采で、 ちエう ゼ寸才イベ条イく

の時期でマれ、牧が圭が’いないような干〃で、ういポエ
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昼録制をレていな＜てポ登城刊三と．っていると同ビ
ようt面もゐろ。世襲はてI，はいい主セボ↑1｝も．長一

く々のタ乙区五ペフつていプ．二方が’おべ一フめ｛二なろといラナ易冷＼に

、は、 テ交桐ぐ工えイ圷とか寸土言ζしてぼしいというようなこし至、

うい方でもいういア．て“ザ・ら、ヤば／そういった面で

椴マ骨がさついとllう声も聞いでい美マけトビ毛、 いま

は、 イ町どがヤってぢりまて。

三楯  目’下ぼ1よ。

石橋  セヘでほ昼4柔制と／可ら更わりがないんじ’ヤないが

．なし貯えろ面七、ある程戻あろんで↑。 乙いうことポ
校訂調査しいうのi工ある． �ｶ寄汽釣な面のイ士辛で’、調査

対象看カ＼らちょっと何バいわKフニ場合に、。引っ込んヒャ
う よ う な気の 弱 い方 ゼヤ矛条ま ろイ土・奉 じ1ヤ な い て“可巾・ら，

ヤバH回ヤーて．二／たい1う～1全都ヤ・めて！まいま

て。↑け、い兇劇中で七，航訂調査1二歩ヅで七一興・

宋を待って†一でくだぐろ刊衛る程度限けしてい圭可
ので、去年ヤったんブからこしし竜、・こどしヤっナニんだ’

小弓未年七というような形での皇統性至持っブご方が多し／

で■れ。

 セういっブ’二充・弓矢ヒャ、 たブ昼4乗してなし、ということ7一ど

［↑で’、連統性、国定化、定看性とい一た面では、手で’比

まれか年い赴発化ゼ図けして！／‡て。
ム中  八一イ本同 し’’〈が’ヤろ てuし よ う れ。

三楯穴阪の・ス田市で聞いたんでてけ㍑山ザそニリ
ようビ’山わんのにろのように1主婦が列到的tこラい

地区㌻んでrね。ヤっ月芳い主婦ない・は＿最初荒、犯
禿・をし／わ八で本当に江いアニしいうんて’！7．。 し小し、七ザし

を．衆／越えれ、色分けさゼいしい1か・社会．斧μ

             46

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



いう・和・、 ／っキういう目バ開汀て、ニコミュニティーが声。

が1た。生涯承1育ビヤなしリT／しビ毛．々ういう食分の王

さが’11え部1めたという詣乏聞！／た二とが’あ／．ましたナし

だから・し／ろl／ろ主婦の取／租み・方でポい！1面㍑ろ
            ‘なし乱1って一一一一。

ム中 そ～‡ありまてけにど’ホヤっパけの人の性格
で’ 怎i・ふ。

三瀦  も弓ろん々うで’しょう， セのときド、ヤっ1‡θリ先

輩に卿まづへているんて・マよ。私．ヤ’め工うかと私って、

姉φ．ん旅にい一ブニら、そ二左私宅乗け刀1た、々こ皇衆

1州し㈹しろ視野が開けれl／lべに、激励ルた
レし1うこと乙闇さ手し仁れ．

ム中積極生生のある人いヤないヒに
声楕 々うで’マ’れ。

森話ハい｛二床． ?h・け1んで・寸11吋1・石

楠㍍にぢ伺いしブニい“、賃のいド三調査員けパう
Fして石産イ呆して、 あろいぼ養成していくのカ・しいう間最良

がゐろし赴うんで可れ。

 先ぼし｝／つ片っし†っアニこいふ、いろいろな調査の周

期をうまく舵一して、弗に仁尋パあるような条件互つ、く

‘）上1丁’’なバサ登録調査貝し小・乃ろいぱ竿仕調査員利

度に狩っていくという方向が’、 ／つあるヒ砂うんてい→れ，

 艮際ユニ、 し1まの政府の条た訂予一年なん巾・乏比で．み美マと，

仁しえば農狐膚あグー）で、は寸1い、ゴん予算左符・てし／石わ

1丁で刊L 実際に左轄の公張所も．抱えていろわげで可。
セ 八色 毛 し 公．開 し て 毛 ら え ケじは、 享岡雀二員の 石庭イ呆 ど い う 面

も、かな1）爪さを資全的㌃、乃ろ！lほ組織的なバ’ツ7が

でさろん．ダ、ヤ公いけ赴1んで†れパ・／の見亙し
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といい圭てか、ピ’ういう、3、うにし仁ラいい謂査員ゲ雄1天

で’ざるか。先はピの諸の統さとして、石棺η、｛二符誇互

請っていたださたいんて・↑1ハじと．そ。

石橋 ま†調査乏お’蔽い守る側、1，／リノヘから考．えた堆

／含・は。ヤツ1ハしガ川イ士孝之々釣人アニザニ年えていハ

なさヤなバ・いという面仰らハいま“、先はピ中レました

よう1㌻い圭市区町村に依頼ハし了！／ろ指定瓶打ブ三u
っても、†指・に余るく“らいの本放．穆類が’Iあろわげで下

・ね。々へを．私の考えで’は年に3ル件本程表に・い川）
ろ寿く言尼1柔毛言†ヤ〃丁か元名＼ハてオ蓬ヨ星し一で、 イ4し左6」年許画な・

ら8年許画て“ローテーシ’コノ£ばっさリ紐んでお！lて毛

ら1θま㍗ナしが’亭／だけ・うん下’手

 ハ後F．学仕調査員制けろいるないで、いまほ
争菜戸↑枕許調査の調査員乏基準にしての登録歓しかいっ

ていま寸1丁ヘビゼ、 セういっ仁ことビ†なくて、 うちつ

劇規棟で1看ピ・場合．最低限ぼ’〈は加と踏んでいろ
んで可。㍑ユ・・一いナたちバ、コンスタン／’二一蚕わ

1し、純計調査菜脊11従尋してく1しる・ならボ国勢調査以

外のあいる純計謂査五全都処理でさるし弛・うんでγ

 ど甲し圭可つ1‡、先はと“ム中くん七ぢっしヤったよう

F．工菜純計乏見てモ、い圭！調査撮ぐ。ク～／8件に／人
の割合で配屋ぐ一 黷ﾉしFなっていいが’、七㍑け
似理マグ11う形で、徒尋してεらっていろぺ、現実
1二は！lろわ生で下そういっアニようなこし互考たれば1・

！人n持与件敢乏多くして亡らえは’’いいんて“、れし｛↑

の報酬セ自動的にぐ借に11・くれ上バり圭可から、 々う11

った形声し1じは1そんなに多＜の調査員を確保して舳
なくて七、最パ・限さ，llけ’1）の釈で衆／nろ二とが一でさろ
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と思・うんで↑。

 ㍑停イ丘／いハニ調査更の／・ブニい荻肴、研作しいう

面の才友允乏図ってレ、くこしし同已キF、 先はビ三タ殖先三ぢ

1しヤっブニ、いわゆる～八．たちの於丘上の．間延し！て

の奉嘱料自け面での配麻皇してモらう。学壮化というの

㍑うい1二しでマハ、㍑面て1・の制度化を図ってモ
らし、仁いて“↑。

 そのたハ1二は、 いまの楴足糸た訂列あ．リ方亙改革寸ろ1処

阜バあると赴・いまで。現状は縦割り行政グ）最ブニろそハで

て。そこのと二ろえ、行政董産庁が制雇．工は、航訂各議

会ヤ／町州洲亡事けっていろと同時1二．いまいう紀訂．

調査の交孟整理互ヤっていらっしヤろようでプTlしビ’毛、

い／、且さI’がもい・けい1丁ピ＼実際には，グ狭てH考えた

場合、何に毛稀能を果クこ．していない。々うどしタ・貯えな

い状況です～ハげへ1ポいうヅ！、ハ’くい碁谷
純計だ1丁でもそういっブニこ㍑宍えて1、第一紋つ調査と

いうこどげたてのあ／方というのを、モ1一度整理し
並してハたな！lヤ・け降って！lま寸。
 ハナニ川二は、推定航訂だけヤな＜て、国η基本釣
な方色菜1二反映ぐ七ろ たカの テ“一夕っ’’く り な らば“、 承認・純

計毛八｛して七いいヒ昆・う／＿で↑。 そ4し才目当のち全互イ更一っ

てい1’墲ｯで寸から。羊う11一た面乙れて一の改善パ

ぐ札るならば’、純計に対マろ理解友が低！1、イ氏いけい

え一、 ノ歴史が一吉いて山マツら、 穿解してくだぐって1、ろ往氏

の方、国民の人い・な／多いで’マ。一そ二を利嗣しザ丁に

は1い圭η圭まで＾は、先生方よく「耗訂環境の悉κ」と
いう 壱衆左 ぢ鼠さ に一なっ て い ら っ しやる て’’しょ う け4しと

も， 七へ茎っくり失しているのにム画看側、も・しろ純計
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調、昼乏宍花している側だヒ弛・い圭寸，

 一例を季1プ客しよう。d年友の孝朱の中で、 市区町何、

ユ3王バ失地てろことになって！lろんでて1↑1しピ毛、エ．来

航訂調査、．／ユ月引日現μ実施で下こ㍑秩丘菜乏宮
も・辛菜斤が’↑べて村象にガは朴。同ビく川中で・侭

菜気31人以上の平調査対象孝某所1二ついて」工、エネバ

ー消費構迄航訂調査というのカリ年前からつしくてLlま↑。

セ1しに合わセて、ほぼ．8年に／固の1ユ目引日現．狂の工菜
実態1基本調査バカロわリ圭可。 二1しで1エ3本一時に同時笑

花で↑ハ1い前ユ．着1工稚足統計、最後の工失笑篤
調査1工承認・でしたカ・、ハしカぐ同時寒牝で、同じい市区町河

役場ね・ら河象者に依頼1二行くわ1丁で1マミ・良1丁ろ側は／孝

菜戸乍で↑。雨だられな！・で㍗。仏ビもも、ハ処理に
1‡肩～’してい〔一。

 々ういうこし巾ぐゐっていいのかビ’うカ、しし、う二し。 そ

ゲいっブニニしいろこい二よって、放調査看の方て・は．

航訂“いに河η己・遮硯倫しいう・んで・’～1、「々んな
にひ圭しuヤないんア三。 わ1しわナし1‡営利ム象イ本な／）ア～。 で’

ポぢ国のためい／うことで’ゴ協力茎してざ・ていろんブ三’

かシ、ヅしぼ考えてほしい・い1うこいま、当釈し／って
お’巾・しくない八仁ちし“ヤな・！lカ／ど思・うので可工。

 々二の交通整理が何1千もいナけいまま、聞くど二ろ

によろピ査在府の中で七、エ炎純計は爪亜官房調査舵
訂秤、れしからエ策笑能、基本調。杏ば中ノド心菜がぐ主管だ

し／八。調整が図1しな’かったんて“、よろしくというこどな

んで’マ。

森省の中で、、調整かさハないわ1丁でてけ。

石橋だカ・ら、これバ行脈管理序に効くい丁な！l‘々こ
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のし二るで’1てれ。

三楯 いまのは、一々全知二’’もっとモtんだ1〔しゼそ．

ご’承知パ1に校訂各議会バ7）／㍍てしょうθあそこ

に反映の／七ナが’非常に弱いわ1丁で・てよ。というのは、統
             I
訂審議会のメ／バ㌧に、紙調査看のバ表はだれ七いない。

七つといえば、調査の前炊い1う小、調査員い・石棺φ
んとハし／う、尋†ろに調査の第一叙つ戸を反映マろ人は、

束芹、評の紋許部長1八で皿↑よ。全然クソなの。ハしでプ；

～小ヒいう書1けはち’小しいけ1げ亡、多ゲとモ野免
的一な立靖乃看1エ、 イんなことしいやダメだがザ たとえば

帝御租～パ夜川消黄老団舳バ永を～リニけ’1だ、

いって～いで祇秤査看のパ衛入パ1け1㍑いって
七・．．全然ダメなんで↑L 乙二ろバ 人1している国は外

国にいリエθいあろんで’す、。

 緯局、 い圭の純計春議会の／シバーどいうをのは．各

省の代衣7・ラ入声干の掌謝経験者て・いう。し小し、お・

っしゃれぢ／谷舳カク寺わめて強く、しパ、谷μ
中て’’’毛糸元制が’と八ない ヒ お’っ し ヤ っ ブ’二。 七 の しち’り ていじ

ょ1。ハtがハまま虫でさて．しカ・七航訂主重でμ
ナしぼ ビう ピこも で’享 れ。 主雇見自勺 Fはイ町 しか し ブニし、 と 赴っ・て

いろでし土う、だ1アセ、何に芒で’ぐガ1んでてよ。

 山中ぐんなんヵ・七斧仰㌃甘ったんて“しょうげパと“も．

全国純計木会で毎年与年同し“ような米議をヤろんて“て。

てろとこっちつ・答えは、与年「前向さ1二校詞↑ろJ、々ん

なこいゴかり毎年ヤっている。痛く毛かゆ＜七ないわヴ
で7主。そ介しでぢ祭みたいに尺臣表章ク、上山／ら下に紙ナフ

4しく4して、 ／ぐカなことをヤっていろんて“↑。

 ハけ灸さ鯛可H工、ぼくはい㍑諸を伺って“げ
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えたの1τ一、 ヤつ1でリ石橋ぐんなりム中ぐんなり乃声茎、

区Σ速ビ、者け五ビ．行琶を五／…ヤーブニんでいは、いっ圭
て“ mっτ二一てダメない＼別にフ㌦ツパイジフ。い
ヤないけビ、あるい左捧劇戸至聞！1てけとlllん
ゼ、各議会の速宇に聞．かしたらいい」 ｰ・うこいぐ乃ろん
で’てよ． しいうのは、 い‡の審議会η会長の森口さんし

いう政客舳～ぐいろんで寸ゲ、…の～け十野／。的な
どころが’乃って、 ブニしラししゴそうし、う／㌧乙引っし㍗一）分して

  というのは、1手“＜なん巾・靖カしなさや／リ↑ないんだ

けビ、 生の声互亙辛を聞し1てくれろしし1うのち・ヤって、 ゲ

し衝撃波左与えけバし（いんヒャない巾・ヒ氏・1。

 一会純皇の八会ない・で次譲末乞詑み上・1プ，て、行政菅珪

方べ各省ハぢ答え乏虫下でし工う。みん㌘前向きに検討

レま寸という一。 という二とは、ヤらな’いという二しをい

っていろんだ’から、 そ八はご’寿く稗乃ようピニイ印†年充ヤっ

ていろわゾ“可Lそ㍑鮪マllポばく1いま刈上充・
下達の／ぐターン互乗えないこと1二心・ダメなんし“ヤな11

かなししみし1’み赴いまで・ いまη工う㌃戸は、み『んなた

く㍍公て11ろ声で寸1し全くセう砂11麦て～
石棺  そういった二しをし 私な一んすjリ文．ム中立んよくご’

在し“だし赴うんI ﾄ「lTlしビも、 こうし1っアニ性終でビこへ

行・一て縦咋こしを！lけ州で。抑会議ヤ河かが
年1二何回か川〔ゼ、仙看脈いっていろんて一’↑。戸
乏プ、1二していっていろんで’マげ’しビて． ・ラ■乙生二ηっしヤろ

仁うに穴4谷之二で八ドッ7oしているエうて“て．

 東京看戸にいわせ‡てど． こういう5・うにいってし、‡可。

／全国Fは47都在府県ゴつ’’い圭て． 全国系た言†圭窄却謂（二民会

議ヤ河かで束束、大阪、蒙舛小に神奈い1巧仁1）1容共
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通．乃広場で請が’ぞさろけにビ毛、あい立府43県はやは

り全然釆ってざてくへない。たがら、残ら発着レて芒禾
寡敵七†とし／うんでマガ・、 萎文の上でかなわない。 そ1して“

いつもうっろな赴いで帰って．ぐるθ八人てい引っ込んビや

うんでr木・どいうんで’可．ぼくはハたい二、作戦上の
こ←か屯しれないげビ、孝菜斤の卒、国民の放、工靖の

飲、商幻敬からいって七・東京都1τ47着陣府昇中ハー
セ1ンテーソていいっブニら／0％を割ってい．ろ七のばなし、1本で

だ。／0分の／の発言鹿は巧るはす11なんだから、 がんポっ

てぽしいというこしをいう／・て“下1〔け’も、なかなかヤ

っ1刈役人欣性というんで’↑か一…一一。

三戸盾  ご厚ビの二長田方洋くん・ ハあいう人が一純計秤長1ニ

グピい！’でしようけハピ七．この間ない／ひヒ“いて’、

れ・耗訂師長がユ目で．がわっτ1やうんだ1ハら・乃あ11
う 二 し 左ヤ っ て し、 ナしは“発毛 も並しカ な・い て“可 工。  で’て 、 づロ

ブ1享・リ束庁、に行窒庁バゐり、審議会バゐろんだか1フ、天

京で’石橋さんの工うな方をモう少し村へが集めて、五埠

ちザ中てしいう千ヤ／入㍍1㌣くは第カして本当にっく
ったしけ思1／／主マよ。本当Fヒ“’うかしなさヤ，・

乃、楠本当t二Uよい純計茎導くため1二は、ψ卑なご・・と

ですよ。 お金は、 し＼茎はカリ↑てなくはなし、んで「。 いろ

んなあいろ調査ザしΣ考えてみまれ相当かI叩てい
本寸。

 小から先ぽビ森先生いしヤーブニ、側の農林帥磯
橡云・い1う片話ダ乃／ましブニけ．κゼも．あ1しはそけ

け〔い九㍑…ぐむ発亙史ダボ1ま1～
森昨報刊夜で’可～

石橋 だから、谷未的牟面で’考えた統計いτ、 ちよっと
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茎たも木代異貫しいって1けでザηしビも、川いく瓜未

の寄いか屯しへま七人ノ。統訂そ乃㍉之稀関黍イ壬専務
とし・て亙くん！・ヤなくて、ハ！そ、八本省直轄の純計危と

いうような毛のが’で守て、 全国に七の宏張所、 農爪宥の

紬調査専芥／rみたい仰で、ハゆる調査が々1い．1

形で行われるのバ本来η孝かもし介しません1アペピ七、 現

状で考えた場合、 あη粗織々のもηべ 行政整一理， 改革

例に一番最初iニャ／玉1こ上がろン八テAドな1そざてい
ろ よ う な／）て’’て →／よ．

 あ’しぼビチし菜し仁形で1毛って、 泉杯蒼は、 国民乃食糧

い1うことで’、・当時昭和ユ0年べはわし・一は二番の穴命．題て“

ハ1ら、セの確保ベニめに生まヅご狙餓・なんでしょう1ア

｛ゼも一一一…一’。

三ク循  い家ブに膵タ爪年人員を才色して、／ト度の行戻欠改革有・

ん・ハも あメし二々一番のヤ り玉をんだけピ、 生一’首はηへ乍

し、しプヨ、いってヤ弓なし、／（ノて＾てれ．

乃精確かにゐあいった制度がでさて・いろ以」二、ク〕の一く

たち茎地方で工工純計調査に人いエこタ占用するのもいい面だ、

と思’うんで，マけナし七七、地方1まいろいろ聞さ‡てと、ψ

皐ないそうで1てれ。 し、圭巧制度で寸分かん・て“て。 いまの

歴1雀柔調査艮争11度ク三って、 ／（口／0万以下の市1二つし1て（まま

だ’制夜上諭めいしてい仁いんて“し工う．人口／0万以上の

中し2－5乙ゼ光うでて。 セ札はビセつ‘㍗諸家ってし、ない。

 れtで報酬のこいで’か｛）いって申しわ1丁ないんて’rけ

化ゼ、I都合の報酬レけの釈酬カぐまろっき1回ビど！／う

のバ．そこF平等す皇’ №ｭんし“ヤないや・という西之、二
つち幻・らい’墲ｵてもらたポ後くしま↑1よ。 乙し1う二どσ．

純計t二玄バろ免・識度が喜うれ、良友の春バポ1．ま引き。
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ヤばり調査〃つヤ1）ヤマぐ、乾ろ度から考えアニら圭だ‡だ’

地方の方が’ 純計謂査員の遮壮力しヤ↑ぐ、ハ｝ら
いぺ1い二級調．査看の幻ろ帯庚ない・糺／1ソば1・都
会地の・オゼ！ギブとやり！二くくなって・ざていろチ見雰（ばいた

             ，
ろしむうんでて工。ゼけゼ、手当配分に全．国一律パーで
すから、一七こがら看たブニ9．いい血ざ’知・毛し1しな1〕↑ビ

卿の与し｝ヤないで，’すカ㌧何も困っている二しはないから、

発言しない。

三編国語の手当は、ぽ川調査に比ベグニら，舌ボニ比

べて非宇にいいと闘㍑寸1L
＾中 々う．．で寸1ユ。

三雄 しかし、 い圭の石橋さんη片っしヤった問題1工と

て七む↑’かしいと恐リ1まてれ。 ぐ・きム中くん七ぢっし
ヤっ一

ｽ1〔しビも、結局べ．ア弓ン調査買も／年生モ回し、■手

当、ハしヵ・ら困葵室な対雰・で七ヤすし11対象でt同ビ。こ

れは差をつけ、）やいいんだろうげ八ζ1も、 なかなかむ↑’
七、 し いて’’し よ う ㌃。

択一宇た査定ηけ木更でマ～
三ク緒 ウェート五つけろηゼむ↑1巾・しい。

ム咋放とい1うハニなってくろし．終わってグらし“ヤ
本、いしつけ ら｛しなし、，

三循 々べで区なり何なりは、芳子の力1しはてろんて1し

江うかし非常1二国寮㍑ころの調査艮“。

山中 々うじヤなくて全体的に． 国のキ当以外r、 イ町ハ
面才勿で’たし、て い 松 し て し’ろ よ う で寸 れ。

三楯 」二一乗七は。 国調の場冶・1太、 束束秤は上策セしてし1

．るけい圭†べ区てば上策七いいい～
刀席 釈剛の上で’は上乗セはしてし1ま寸ん、テニだ、．し1ま
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ム咋ぐんぢっし㌣っブニよう1二、 正トニって、正ハーぷ支財

源ピ舌用しての謝礼施の迷何というような二とをしてい

ろ区バ、かガい牧1こ上．って／け寸。阜いし；ろでけ、
当 ブニ リ ／000 円 ｛べら ／チ00円 て’’マ れ。

三姥一穴田η場合ポ杯かいって／lまマヘ
乃楕 うちの場合に、国勢調査員条｝・0八色盈が’皮マた
～二、努ブ1してくパこ色タ含食、町妙禾、役支、次グ〕八

たらが灼州／・いろんてr，調査艮n工調査買手当が’矢
給㍑しま可t〔しビ毛、一盈仕芙脊1こ当仁ってい！アニ民間乃

官売会、町会の役買のす．仁いご1工何ドも一 ﾈ！lんで＝、乙ヒ

してれベニい二1心・・0円方言当の晶劫乏盈んで、差し

上1プ1た。

 ハ！か竹生ち’一しゃったようr、国勢謂査員1τ、釈
酬1二ついて1け‡．／ラ纂をいわないケ1二いく多いことと・

巾、なりの房頁は炎てい‡’Tカ、ら、 今回は見丘っフー＝一んで’1「1つ一

〆しビも、ハしだけに日こ“ろの工失調査，碕失調査、辛朱

所調査、住宅謂査、そう！lった言回査に次孝して＜だすろ

調査艮くん・のケが、 阜り木更だ’しいう・二しで、調査バ終

わっ．ブニ旅度、区しして紀念論工000円ぐらいのものでマ1↑

ナけ’も、宇艮酬い士別1二区小ら屈す主で。グしで11川〕ろ

預ついnをとい1ことなん．てM、

森調査員問題ドっいてぼ、をだいろ，いろ蘭さアニい二と

が《ろんで寸1Tlしビも．一 時間毛ありまイんので、 氷の話

題1・チ多らしていただ一さたいヒ赴いま可．

 二こて＾いますら万又り上1プ1ること毛ないかどモ町うん・で’

てけかしビ毛、 アニア三、 い家の季た訂茎合音ろ場冶＼にピうして毛

遮11てむしな！1間題じして、調査荻職問題バあ．ろがヒ
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艮・うんで’可は、ム中｛んは調査員のフ・口でいら・しヤろ

ので’、互梼調査琉坑の問題、乃るい1㌻調査拒合η問題至

芙威ハしブニニいt、あまりな！1木・とモ島、いまギ↑1しヒモ、

焔導真として樹棒的にわつ町題に直面すれブニニヒポ 仁

び’たがハろんヒャない巾・縦いい…．“フーい径蕨
乍ゼも織■はゼて、グしち’伺！1し㌃いんて“でべ

 最近い1弓イバゾー問愚い・．あるい‘ほここ1、ユカ

月の間に．情報公開の話題力ぐマスっミ、1二・だくづん貞て！l

ろ工うに思・うんでて。先はゼ小諸で亡，問題1官身として

帆苅からあったようなん．て“↑叫ゼ’ポ取／工げ’小

方、あるいは一般列人アニ方の良1ア取り方が’、現住い人前

し。で’は†’！リくん亙うようで可れ。

吋昔！い‡とで1だ1リぐ違ってさまし／l～結局・
前の方バヤ1〕よかったでマハ。 相手が素直にヤってく1し

たしいう廠し“バしまマ～ 最上Fなって一ぐるピ ヤっtポ

り民主主義（ばく逸えでマが。そうしllう市ゲあろんじ’ヤ

ないで“↑が。 そ’しで・事国査4くやりFくくなって寺だ。「こん

な調査ヤ ら ない て’’も し、いん し∵ヤ ないか」  し い う よ う な文

句乏し、一う／㌧巾、“3・え。て専ましクニけ。 キ‘巨否し圭て’’は・し・小なく

てモ、イ“何かいう工うな徳、度州1。

森 あゐいうつ七はやりかゼみ仁いなものて“、 ヒ“んど・ん

カ、カベってし1寺・‡可ビ、 よ7ま下ク琴刻ドなってし1きま甘い。

ム咋 そういう克・味て・．ブつい川国人舳二は登ってま㍉／。

床 国調しか、工策航訂い・、いろいろな調査三才旦当さ

れて、一番ヤ／1二くいのばビうい1調査でしょうか。
山中 ヤっ伊り孝允金しかカ本r関株1ろ巧1ま、 商失調査

でしよう1ふ。相手代チた食しいうことバ下くU頑Fびんしく
ろんで’、  あづしは谷当 1こ正j生↑七の ψぐ公て いろ が ビう 巾、疑
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わしい＜’’らい。

森 前に宋庁、卸の長田くん小1話∴い4きに、商．失紋訂

1τ竣のいけ二し～言嗣て・さ有・いなんて話乏いっブニ／フt↑

て“ ｷは1
ふ中 そ1いコ†フばll々ういうつ茎考えて成してい乃ん

いヤ㌘いかヒ思・～しろいも茂っかあ／ま㍗ガだ／・1、
調査老の反応1も、ヤ／し二くくなっていろこい÷雄かに！／

え‡↑れ、一

 ブニプ三＼オ冒手水葬で’、 こ一し七交す事手らが’いいところF当

す二ったボ谷㌔ハ／llの．に失～つない伜らあまりわ／l・ら

ないだろうし、場戸〔二美一てオ昌手ヵぐ良一いしころてr．と．

幾ら説得して七ヤってUしなし1人1㌻、ゼ・二にて・毛あ1圭

寸よ。毎日、調査のたび’にψす1払｛㌃！1人中1’パは引よ。

こ八は肩又生肴的1＝一そういうβ・うドなってしまっている／㌧七

パ〕ま㍉ユ。

 この闇．エ策調査乏グ7二役の指導員の一審査乏レて！l

ろ段階で廃比しアニんで可べ、調査票の記入創〕ハ何カ・．

再謂しいうへ調査艮が’また綴み1二行ったい丁で可れ。

Uし．皇疲η皇、征しいうかお†ビ1二液けい．で’、住

菜臭に痕しちピ7二らしいんで可。セにで電話い・けて

ボニ弓ト「何でマ1レ秘の調査皇促菜員の老ド波可んだ、今

度に公すな／lから」 ヒ帝ってllろんで↑。てレ秒つもの

だ’巾・ら、ヤっ1㍗り菜主に直揖表してもらいブニ11。よく4っ

小 ら ない一けボしピも、 包‡ なし1て“、 こ こがソ属｛して い ろ から

五レでく㍗いしい一て疲しア1らしし1んで・朴。れな
3・うに戚情的t・乍ってさちゃうピ 毛うタuメなんて「．

殺けしなしく公でも、調・査員t二よって1け二家で気工
彼わないから．
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森 今回の国勢調査では、 季た盲す肩で苦情亀諸乏伺互設け

たらしいん一でプ†ヘビ毛、区1二五律そういう舌情カぐ未ろ

ことはご’で“！／‡マ中・。

斥楕 かゲ1ポは†。
森 ビういう汽谷が’多いて“しよう。

乃楕ヤバ1毛け技れ・しヤーた工1r、マス’ R

ミの影響けけ関／粂のフ・ライ・ぐソー関吏で・リ。イ’八

茎くア～いていいま↑し、その中でモー奄多かったのは、

調査員盈｛二関η老惰．こ～‡当添茅一線η市区町何
役場て＾米めろこしで’てつでし、．国1＝舌惰Σいう前に区へし

！lうプー人バ多かっブニで可け。一番目立ちましたれ。

 し’ヤ、調査員盈付1二問可ろ考情が多かったとllうけ1じ

と“t．、何前、圧ししてt‡ゼんな手皇そ1しド河して打っ

フニのがい1うこしからご’説明し‡可し、圭ず’当然1㌻んで

↑先ぼ出中し圭しアニよう、r、国勢調査の本旨てみろ
糾～公・．重複なく“地域を精査マこれい1のハ命
題て“可から、地域F精亙しブニ人から進バヒいうのバ．調

査の自餉か’ら↑ろレー番の得策τわりで↑れ。セ1・しと稲

反しないように、調査員つ星仕乏わケtわ十川していかな
t〔｝““〕丁な11・

 そういった面乙考え圭して、爪田“場合は、考五八

民家が並んで！lろ地域においてぼ、御鏡まだいア岬で
調査員皇遮牡してほしい．同し・官命会、町会内でモ棒わ

ない巾1ら、自分の夜Σ宣介バ調査↑るような調査員η盈

イ岳の／土方体逝圭けてく4・ししいうこして“、 自治会二艮の市ドt．

臓くいいましブニ。

森、 升目互乗■）八ナし、

石橋そうで下ク禍互粂／べして↑れ・．
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 セかしから集団住宅処域、いわゆるマンンヨ／、住宅公

I団い＼往毛供給公社いうようなと二ろは、縦型ザ希合
（τ某遮／のア宙手支の利用者、 並列の場合rは同じ’房戸下の爪か

1、雌バいいトれ岬互乗一）川ししてけい、
1二しで＼調査買の遮．仕1二ま↑’当たったわけでγ

 いわゆる社会施設†寮、狙身寮ヤ何巾リニついては、例
外ヒしてし々二の菅珪れいう二←て“二“可いいま一した。

 仏ビ七は二ういった方針で調査・員の適任に臨んだ・わ1丁
て’’ Sカぐ． イの 目的を追セ ら～ブ＝一の 1‡、 条勺5o％て・しアニ。 あ

い4・いいろんな辛惰ヂパて、こu・丘一く万九域の十

から、五律遮［ゴザはしフニ。々うした径迫が’あリまてが’、

ヤバ〕圭～の方ゼち’っしヤいしる；しは．・巧ま一H二七調

査貢バ．也且さ’’るとい1こと。フrイ／ぐンーバこ1しでは守

らけいビヤないプ・い1う趣旨の発言。告情て“した1・L

 そこで“、 二’しに河戸げして仏ゼtとしてし‡． 席・ラ堅木r納言†

か方でも用奄した底圭岬封筒の碓休モ！ていブニわ1↑で

㍗Tl・しゼもしハいつブニ・人だい二σ、直律区役所の憲・ロ

ド符チしてくだい1い・、卸迄ヒし1うこヒほいいまセん
で’しブ・．「ゼうしても、二“協力してほしい。tしエ・け1いで

わ札わ水し正の1職員が’片包へお1伺いして、 吏け頁尺りま可。

内春亙調査負一見‘ら八フニ〈ないんならば、 区の段階で神

へるね＼ら一働力してく．～しいう河か川上．れし㍑
でてけナけ’七、ほとん川市1以～二は反1でない、！lた
1ガいいんブしいうこし七’、 調査艮ド雇外用乃封筒を家ニベ

星く 二う r一仏たて く 〆しと・い う 工 う な こ と一でリ1文才宇し たイ牛ボ

かな／手か，一ブニて“下

 先はビ三循先生カ・ら話グゐつたし調査員ゲ倉一分乃．官姓

名を言己雀衰して乍ハっ7‘ニゼヤないカ、しいうぢ話で’マ1γオtど’
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七、穴田区では調査艮孝脊打冶・セ会のいに、そ～ま倣
在的こ二弦くぢ願いしたんで可。 そ1しえ書くようドなって

いますから．ただ’、／八打～60釈書かをさやならないん
で’、調査更‘け史て・し7二．

三楯入学試練でけ、更破奄看三倉．州答粂に書グな
いのがしいろんブ～から、（笑）ぢそら＜女6場で書八七㌣い

とタ“メでハよ。

声橋名情電話は々う！lうよ1なこしで、調査貢亙仕に

かかわる毛のが’がないっブニこピ

 ハ川μ番目1ニタナい．た川・や川調査穴春1二河
マる疑問、気、 ㌃ぜ’比肩を書ヵ・七ろのが。 こ4しもアライベ

ンー関速で一可。 卑↑るに氏名バ㌃ぜ1帖阜なんだ。 氏石つ

純計乏しろわ生し“ヤないだろ・うしいうこ」々μ・ら始

まってイ士車η種類．なぜこんな系田がいことまで1書が七ろ

い1しが，〈口耗訂なハニ、、ビうし一て住宅純計調査みブニ

いなこし宝で、畳つ紋い・調べろつハ1しいう工うな、普
亙、巷間位え小てし1るよ1州春＾のでしブこ。

 ’方、 私ビもが一春狩っていアニ、 調査票、の事己入ドつい

ての間い合わ七の亀誰瓜、管泉ヒいっていいくらいで可。

（笑）私㍑は、区報ヤ灯かで七問11合わヤ〔ろ工一う

イ夜頼し、 F民・していたのでてゲ・’々〆〕二問丁季問い合わ

セ（す皆無しし1って七いいくらし1。 そケい工みんな理解して

くオtた毛つレいうこ←．1二なろん一でしょう．けヘビポ セん

な状況でした．

反名前を書か寸ろハτ、屠査レた倹禾循バあるい1二．
毛う＿友照会でさろエうに書小セるので“し兵うダ．

乃楕ハで可～調査枚術上の問題で、不完全栗ゲ平
った場合t二・ある人じ一あ二る人影別㍗フニい一で二タど．、
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して利甲けていういれいうこしで下
 て”毛、 いろんなこし互いってくろ／＼．が’い呈しブこれ， 日

本全国F鈴木住が’何人いて、何蘇性が’何く、いろ、しいうこ

乙バ、新聞にブニ麦1二虹る1丁れと1毛、国調から汝ろんて1↑

れいうこは闘いでくる人があ／ま！ンニペ、⊂笑）ヤ

っ1本リj関1じ’バめいかなども・った人で、マ。

三推 女圭名しキの下の調査・工頁邑郁休とη間に、ξ、線を入れ

れ1／う話へ純計春議伽下4苛余て・タ，・たんでマよ君

イう†1〕ゴ心珪的にす’’い、ゴん追うでしょう。 ミンンバ巧

ってご．㍑ク万／駈了こし．Fハ〕ズよ！㌧高野岩三郎先生
1太、ナガ1離すよ．．うに考えている。こ乃よ1し二、青の／草い

先生で、良計謂査で々ういうこけ†っ仁～ぐいろわげ
て“マよ。 だか㌧、 い圭そういう二と考えてちっしも不乱・

議！“ヤな！／し一／まのプライ・ぐソーの時べだ’っブ。らよけ

し、ヤっていし㌧ ミシン左八八ろしいう乃ほ、 席局／デ回っ

国調で’1エヤハFしオニんで↑1丁ビ．

ム中名れ書くいういt、ヤっ剛一応調査痛㍑
ア方ぐ 昼 的で↑。

石橋．調査創け防ぐたいナェックで↑～人以乏
区別可ろト並さ“ない。あつ人は残して、あの人ぼ家だ’興

していない。広していない人F〔‡イ在促して志してもらう。

そ川末調査可ろふ人士碁奔て’すから、ψ卑なごヒなんて“、

ただ’、々’し乏更1↑取ろ側つ放調査・者から見か〕で’、そ｛が’

あろこし｛二よって自分つフ・ライバーンーが’午弓4しないとい

うβ・うに芝け取ろのモ当然でしようは。

三楯  ほかの調査項目とイ生石巧言己人形式が同しいて寸から
れ。

森．、サ年tlむで木・しいのは…二とえ1で整封用封筒．芝牟稗
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追／っ、けるい・い1バに、名前左者くこと倉矛！二っll

てプ引バソー之戚じ’る人が’し七し禾苅互落し！て！lた

い川本’’、だ1しつ調査票小十か・らな・くなってしまいまて

1／θ千1†れ戻！ふ1もな．llとい11〔か一1い1
しい調査票、ほピうなるんで・しようれ。

乃楕瓜田劇場谷しあくまて’’ハ川純計乏どろた“
毛のヒャないということで、苗字だ1丁わかっていろ場合

〔t、抑藤泉、鈴．爪束、パ、6男．し手、ハ！で’よし

ヒいうこしで夕↓擢一してさていまて。

三楯 々ういう刷、ヤっ1㍗／フニ家にパはハ・、

石橋ゐ／い。こ㍑せ’ ﾘ主欄でけけ一．．さ／書！／

でく1けいくがで’い3｝い．圭しブニ。審査巧段階でやむ左

得ないい／うニヒで一一・。

三痛  うっかり’ミ入っ婦、・含・七ゐろんでしょうれ。

石橋1一グjミス七八なゾれい員Il“いと
つ」〔二くいで’寸けヒ“、．いさ／自分て：＝克、㍑明い・1二し

て‘氏石は申告しま七んしいうこは、そこ1二書いて乃
ろポ七し1茎しクニ。

三楯 ム中でんの担当な可った中には、 セの1種一乃二とは

4’がつブニでマ～

山中 いっブニでて。厳調査看がみないいにろ1‡・パ1

’行ってい圭てナ＼ら。

三緒 ヤ1丁つ信頼す1じる調査買だか㌧。

森 充はゼの三楯先生（コピー（句の中に、ゼうtインテ

リバ・青朴ら箭いような・怒見が’書いてハ・仁んで可1〔しビ’

右． ぺrば り 々．う て“†れ＼。

 （剤大正ラ年・（！9〃年）ナ1回国勢調査実施後、長野桑

 羊曇郡の乃ろ舳．弔、査．隼、雌魚した報青わコじ㌧。
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 々一の咋F以下の言己並ゲゐボ

 「国勢調査二河不レ花、夜二閑1／テ遺憾トス1レ所／＼比較

 的肩識唯粂艮．二方きチチ資メきシ炎すリンカ／戚ニラ才色キタレ、ξ、す

 リキ」

 ・官ば・・1キ老識老。中青幸二万循・、ξ、多7泉一商工

 等、就中、予条無能視包弓1レ1レ者／・中考書／享俗。・案

 ヨ／能筆すラず’レモ謹葦トシテてん明瞭すし／戚了／・

山中 そうで可～
三浦 インテリは新聞でいいろいろ乍7rイバ’ソー間愚に

ついて託／）で’いろイハら、 イ千ヤそンI乏つ1†ろ、

石楠 先はゼのコじ・一貴．科1二も．八王ヲ年の茅／回の調

査から、知識階級のん乃協力度バ薄いというような恵・味

の二いく書11てポ）ましフーいけ・も、全くいどぢ／て1

いまでも職菜的に、具体的にいい家れ、協力む一番低
11人は、理由があろんてuしエゲ↑ヘバ、公務艮が芽1

／立て“可．々つ次に．ヤガ1知識階級の一青けllう二い二

牟り圭†ヵ／一…一一㍉      ．・

森学校一け三ない番多！1てしょうθ一

硝．新聞統一 w細先生・†凌士くん。・1い一ぺ

知識階級て“可れ。先ん辛しころバ主なモので下れθ

釈  ベス ト3 F入って 11ま 可れ。

三雄フー人ト3で’㍗．。

石橋  ビうて“しエう・ムヤくん。、、

ム中 昌累、乙Fは国家公務員住もバ乃ろんでてよ。巧々

こは非協力者ゲ多いし青から定．評バある。

乃席々の守でも、最たろいは公務員で、こ1｝何
朴稀会が’乃りま．したこダ 先生方からも弦＜怒識改革乏図

ろ工うにいってほしし、んで可け4しビ毛・ 本当で可、＝ わ八
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わ1・し自身が’風ビてし／ろ人だ・ダ1フ。

 しいう巧は、公務買というつ1丁、心つ底に何らか乃エ
トト昏識乏持っている、！一で耳小、町で’ ｯ公の時間左割

いてく生飛命打してけて．いろ調査員さい気稀け
！、うへ二珪鮮してか、しないか知れい1丁んピし一丁1・
どヲ星由三つけて、仏はチ桝戻のイ士専乏ヤrてい。るんだ’から、

こういうい1二は書1けいしか、削｝まい〔んで’手
こ↑’ったケー八バ乃り圭した。

 お’茎／フりすんのいっていろこい工、なかなかちヤ人と

したこと之いっていろんで「。r私は希キ緩符の実務に携

わっていて・ 公務員は部課肩圭一一で書けし11う二しi二なっ一

でいる1↑1け’、こんな毛のΣ書いたら重イ壬ゼ狩てない、

上司巾・ら弗時明い・にしいプメだ’といわ1・ていろ、プ三’

から、 考げ手セん・」 々う、しリフ札ていろ ヒ！lうこいこなろ

ど、プライ・ぐシー以前の問題という二とにモ㌣ろし、国

家礫底1二属衛ようなこ！をヤってい1ろい・なしいう二
しで’、「そうで、†市リ と引．きさが’りましたが、部詳、名乏書

か㌘い。書し1て一般の人．1こ卸1・しれ困る。分与警秦関イ糸

～±尋がもHしないで可け八七も、
三楯々ういうザ↑炎際［二職朱、産米分線のし〔二は、・

産朱1耳国定毒務てしょう。職菜の場合σ却長で巧るかビ
1木・べわや・～で、竜理的職業なんだカ・ら一……。

石橋警秦官て’’いいい丁で可け1｝干。

三循だカ1ら、依らがカんで11るほど1，F．爪しク・こけ

ないんで可れ。し笑フ

石橋 七うで1寸。分銀可る上にお・いては、そ一んな網かし1

こしを書かなくて舌、隼ずる1二公務買の場合1二は苛詠名

ま下’’幸けヒい1ゲ㍉公、務．艮㍑い／ろ作争η種馴八
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バいま亨朴ら、キ1し乏区別下るためη上のことで甘い

現棄却門の人七たくすんいまマし1
三雄 現東音戸門は分けま可かいよ。

砂一例乏挙1プ’ま㌦職未に責確1け11ヒ！／lこ！
の赦肴茎わ1〕パし芝1す．てさていろんて・ザT1一しヒモ．㍑

えは“学放つ用脊艮寸んの場合、衣現上こニト書く書言方

バ弗竿にぢポろいんて・↑。率某所け称欄1三パ束束
却木田乙一役所」 ヒ書くんでて。 区立つノ1・中学．校あ用務員

づんつ場合。中‘こけ、そっ後、「栗京、弗木田区政肴委員雀コ

し考・。事菜斤乃種類ヒ！llにろFk，rけ中手放・
い・・区立ノド学欣。し幸． ｵ1てみアニ／、・放青奪員会。し書

いてみたりてろんで可．最後に来て、ち・ヤんどしクニ自分

の仁専の名称が’あろんだげと＾、ハしΣ書かないで“、r欣茄

し書けば1いいすて1†μ。 々つ圭主何も書かないどづ／・。

 公示条艮の瑞冶＼、 ’自動車のこ星転手くんモし1ろし、 尋矛奈乏

ヤっている／㌧もいるし、 いろし1ろい一・るから，条た吉†局で｝モ

職東介萎夏を格っ“ゲろ場合のでτ～てピして 公務艮が
一奄ザ，カ・一！いらしいて・リ。仁で’ K舳いしころまで
老しぺてく八というこどなんでしよう1↑／しヒモ、々の並が’

ヤっ1↑011気に入らないんだが何だが、そ二まで具体餉F
書かセろこしは茎かり．なられど、二着情左し、ってさま↑。

三植民間4ム束けカ1主だし素直て“マヘ．
乃楕 民間の．人は、いやなら孝ね・ない、会社民て“吐け，’ち

ヤたしいう似で、 セ巧場合F’応、 たいてし1照会しなさヤ

いけないこしし二↑ってし、ろんて・、 あしの々含末が’プ、栗て“↑。

三楯会ネェ1二亀託かけフー）…1∴

山中 今度の国勢謂査では1「旅青」 欄て＼ 千イ痛才定に行っ

てl／ろ場合（ズ「亙客リニな＼けいて＼前の最終争歴互記
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入さ七まし7これ、

石楠 ハい二反し、r仁専互しアニカ・、ビう小」と／」・、「利用

欠豆手段」巧欄ではr通学・至認・幻て！／ま㍉よ。

 ヤガジ飲責程産へ先ぼ．ピ元生のい！ヤらクニ文
却宥の学才交基本調在関イ糸て’、虫でさていろアー，一9と、 国勢

調食で立ていニテ1㌧7で、ぼ、学歴葦1べ爪車く魚でしま1

というぢ話が’あリましアニいけいも、イ／しなよう↑と二ろ

に毛原因れぐボ／々うて■す。

ム中  「彦疋育」 芥関1工高オ交卒で’公づしてぢいて、 庁つ一方は

「通事・に1ろし．Σパろ矛乍で、！；

石橋 先ぽ．ゼいっブニ「イ士争」い・「利用文亙手段」でチ

ありま！た。々ごてい羊栽の各種掌ボニ行っている場合
い予備欣F行一でいる場ボニ1‡．「五字・互認・ハて、一
ラrで’は言むハなし、。 々うい，う3・うに頁又り本瓦い巾ぐ史メ・ンってし、

た、んで’．ぼ、畜己入者は並／1まマ。

三緒千備校は本種学校F入るいアて1．1マ｛

石橋 入りま↑。

森ハしでぼ、牛番目に、こ／〕‡主に石橋け1二お伺い

寸ろニヒになけけ11まI ﾄ1プしヒ・毛、兜方統計、菜際

r体区の純計課のち’仁専の科春といい‡↑か，あるいは

弁ほと“立ちよっと問題が’虫U・て！lましたけ八七も、紋

割り行旅どの関イ条で． し、ろし1ろな承諭統計なビ・がεの条た

計課てい・くて、ハし々・ルの粂列4苛ヒが詠互通’して実

施，けポそういうこい合ハて。いまの．処方耗訂つ／士
手内春な」・、お、話し願いフニい縦・いい。

 ／年1手ピ’苅に仏舎の純計諦の青バ先はピ石庸マん幻ぐ

、ポいらグし一た工う1二・承．即航ちけ区の航計課．1し碓し
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て乏1丁ていろんで1‡なくて、イμリし厚生雀つ下知磯閉

1二↑ってし／るような即局しダ， 乃・る’いに、孟一度佐の下都桟

関1二なっているような仰肩、々ういうにろで受1丁て！l

ろしいう言毛皇統んだこ川あ／ま’ザ1㍑’’ザ実際1二八

由区で壬辛惰はセ．1いうこけんでしよll～
乃袴  ち・っしヤ らへろ と ち’り なんで1寸。 区一 中で’ヤって

いる純計菜務い1う毛の互老えてみまれ、大さ＜ユつ

1こ休けいしろ。ハうサリつが、専門知詠でパ1主て
紋討圭菅課でヤーていろ・指定純計．月中でも碁谷舵訂1二

属㍗却分一1’しからユ．つに分ザ1債老ぺ務航射的な
考戸門。こ八ほそμソし列郡言栗1二関むあ一ち朱務をしてい

るし二ろで＼主ド承認、純計カぐ多いと匙・うんて“寸が＼々八

七稀関黍イ幻良1丁て処理していまて。

 こ“専門で可から、糾っパい1ブニブげれ思うんで何

へども、達象課でヤーていろ名工純計け、こ／・リは設

盾関／采でて～μ動鴨純計げ籍調査係で処理友η
い・、れ最近“系列1二稀ったもザヒして、孝放基本

調査いllのが’！つポは可θ千1しtけ抑で・赦青本．
民会に形1をした。

三功看 硫訂係から？

石橋 i㌻い。 こ～が六書㌻1つの皮革て“下。

ム中地方には、敢肴季夏会で終って！／るところゲグ1
て一、

ｪ松。

三楯 書だ‘称してたいじ二ろけ一乃んで“しょうか・

ム宇前川↑つと赦育毎夏合で一一、
瓜地か二美一て圭うわ1丁て“可が一

石楠えし調査レー／つ更更で㍗よ。純計専門知局が
ら、菜務純計的、な色榊1檎い、ヒい1二しで＼散肴．黍民会
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べで’ ﾂ，

 なゼイいく稀っブこかヒい！／ま了ど、同1“穴春れうケ、

いわ1い・低色の菜務純計バ、東芹・卸の場合1二束戸、者脈肴

．庁で公弘づへて／lろんて“ηし、字放基本調査じいうザ丁

搾走統計で・又却．倉でマけれども、れし同ビような孝

夜基本調査ヒか、孝放職員謂査しか／lうような乃休で、

業務々メ鼻な。同ビような内各の調査バ行わへていま↑．

そこてい、学旅基奔調査七一本化し、文部侮から泉束卸の

航・務局純計者戸へ黍イ手され仁あと、 東京・者再統い矛条局岸灸言†卸か

一ケ教令庁に奉仕立る。れあと各“教脅黍呉会ヘビい
う よ一う 生レート F史更1二な㍉ ま しブニ。 二へは最立し乃 こヒ

て“↑。

 な．ぜ一1㍑で1航訂主室諌て“尽理レていけい1う
こしで↑ガ、戦後＿時期教育秀真会で於理しブニ時期ゲ力

ったんμうで可が＼カる争／千ヅあって、併は餅屋てい納

言†1ニイ壬也ろどいうこヒ1二なll、航討圭．准詠て㌧律．に於理

マる工うにいたいことて…↑。れしバ，命回、菜務純

計釣な色釆げ強く、U合理的だい11二とで㍍へ戻
ったわ1丁で㌃

ム中八体郡の総、務局耗訂却を五ゼて区へ未ろれ孝は、

全坪区でほ航訂株でヤっていたい↑て“付よ・

三楯ハしパー郡．赦膏傘民会1こ次ケしろ。

ム中 そう／uヤないハ太、たいナぐい郡の方七重うんて“可

れ。建設局カ・ら来るのは違粟約二行くような乃札で↑カ・

ら，御の純計仰至亙ビて来ろ何よほけビ“牝訂イ采へ
八りま↑。

三雄は川二水路良更“ろハ‡パけ可～郁乃純計
刑け1丁収って、流～たヅ純計係し’1ヤなし1七つは。
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∠」 中・  ぼ ナ＼ 1二ぼ な い てuて。

石橋 別1こないで可れ。あとは卸阜の言詞左し！／い‡して，

郁て、’公風してヤいグけ、秤狙倉でそ二て’’直轄調査。先

はゼ話題にいていました辰訂調査なん～ぐ最たろい
で｛可れ。

ム中 労イ勃カ調査もれ。

石橋 そ1しハら与日勤労純計調査も．ハ．り圭㌃．

三楯一 B・ほ労働狙1・ら卸1二未てヤろい1てrれ’。いま

只っしヤっナニ象訂調査は、 航訂局月夜討謂査七万ろけ八

ヒ“七・ハしいリ私自1二卸がヤーていろ良計調査で’しよう。

戸楕  ・それから生産動樽灸訂調査しいう亙産省関イ采の毛、

甲乙町村F次け！lで卸で左梅処率可ろ上しいうこヒは・
→ナンフ。りン／ブ調雀ヒバ守て“未見。オ集のゲないもの。 で↑巾1ら。

善本舵訂でl／れ，いし‡せん～全仰区町ポヘ1市しして
いま可。

 先ほど’’の件を亡い二天し本Tlハしビポ そういったよ

う↑形で’朱務純計的な・色弟〔臓いも乃峠、谷区し毛わし

イ・1μ菜務主官詠に丸1して、ハ校訂調査を‡川う二
しFなってい圭寸。 しかし、 着工差充訂の例1つ考えて毛．

そ4し巾ぐ一季室お’祈才勿1こなって冬ている。 どいうこしは、 ゴ

承矢口のよつ1二、純計孝務という（i‡、ある程度の身門的

な知識色ψ鼻ヒマろ約束孝のこ／圃客っ7二束務であろ二
い本、ち’わカい）いア・たけるヒ赴・い‡下。

 々ういった往事乏、1二だ■’、区役所の完、口で吏泉魂諭申

請え公！ブニ村夜れ湘争に、米ハ1した違築秀÷納言†の

’書銀を相手1二書／吋るニヒ官僚バ、非午ド厄↑者瓜いく

か・してきている。む†’バしいい・何い／、何‡ザ片各ひ

んか弓かなり苦情バ松家可。 書フニ．違二股エ孝純計なピで
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け、調査真が’いないからなビの廷臣で、こ／しは何ヒか純

計の．ケて■’処理してもら、えないプろ1か、専マろに建築万定・

訊・申請のポニデ㌧タけ、糸た訂乃方へ回てから、あい木純

計の専門の分野で’というよう，な声も、個別の中し人1！で

可ザけ“も・松てllろこいす率菜で手
 先はし、、そ紬杜ま！．rつ、蓬没舳方から夫パつでてけ

1しゼも、土木（並豚工事とか、工爪関係1看乏村泉にして

いる追設純可い／うけ’ポ1衛・ゐくまてい乙け爪却
い1う却署にぢいて氏公査の鮭持瑳理グ主な位専一1，r
れ。セの中で’一峨生爪工率関株看が’区・外しこいろ、セの人

仁ちバ’道路左砥り通一しアー）イ↑グ可るしいこ、圧の谷口乏

訪｛て許可中請乏↑ろヒいうようなこし1二絡んで“、工爪

工率関係看の吏設工薯統．証しいうのを、セニつ苛署で失

務純計のづれして処理㍑ているのが’現状なんで；可け

れパ、わしt調査負の造作ヤ／丁かから比て非常にむ㍗

かしくゲてさていろようてrl 二｛
 芙脊純計1け面て・一番成果がリニが’一でいろい1うザ丁．

ゴ存、川厚生窟関／采・のく日勤徳、舵訂、これけ籍調査関

係ししてト奄重尋をいで、ザ丁㍑“七、采務紋．討つ守

でt最たろいで1から、そこの邦男以外ではでさ・ろτ

のではないとllうことで，リっ1㍗・師果之上け’、ていろ1

つで’ ﾂ。ハしい・、今度は一族膏委艮会ド移一プこしいいま

した先はヒ“の‡庚基本調査な・い・にっいてはいいじ乱・い

い。そ～人外の菜脊統計1け色浄／乃強いものでt、ヤ
っ1す① ｢’し可｝っ阻害書・1してさっっゐる二とは争芙でて。

 々ういう面からするヒ，、地方純計磯棒の拡㍑・図って、

ハいllパ銅器！た形で□の則載の再繍れトll．乃1
二篶・麻計課題し．してい11りに来ていろんてリ下．．ないか
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し巳・・いまで。

 毛う1つ． し、まのナむ方采た訂補1椿の中で’考え享可ヒ、 寿二

訂辛脊の処理ハいが’、い圭の経室琶吸上の、言素でい
うラインの一一婦で木理㌧ていろ二け之行政の守の花束

並宮の上で爪いに生グていくたハト1‡、スター・／フ的な
               〆部門で乃利用列仁方毛者た～つ亡ろないで、いと春場
にラ舌用バ図八るし赴い‡す，’ 謔ﾍゼ未話越しこなっていろ

機関奉仕専務だけ互処理しているイ条ガ1課なりい／うの

σ、ヤバ〕役所の稀構の中でも評価が仏1リ1けで↑。々
刀油詞ヒいう面乏考えたら、 チ見芙に国勢調査のデ1’7が
ら．始‡・て．エ菜純計、．商菜I ?�A・率米所統計のテ㌧9

いうい、い家・3区でて、圧・）辛期訂．酬乗えが’盛ん

でrゲ、～場合η、マベて基本的な基礎一ア㌧タiこゲ
て い ろ えつけ て“て。

 で㍉・ら、そうい一た面乏考えるならば’、統計稀棒々

のい〕乏八グ／フ部門て“も生か七るような仰で’運営して

いった1川ズ、モつと徒訂辛務そパ州句工毛図1しろん
し’’やないか㍑鳳ビでいま可．

 光の土しのと・ころカぐ、 地方ピこ行きまマし一体イ乙している

ところ亡乃ろ工う！二間いてし、ま寸タぐ、 手見イだて“1丁看戸内・ユ3区

で庫、その奄て“i‡、ラインとしての稀能しカ・呆ブニしてい

ない。

三楯紀訂款が’中｛二なって、々ういう類似の案、務棟言†

を一…。

ノ盲ヌ喬 ．全青戸処理可ることヒ、々dしか弓二 次4乗も訂z生か

寸、渚開可ろ却門て・の御き毛↑ろ。 こ八はちょっと一具貫

ユτ巽笑で、寸。調」査乏して、その調査ピフく1け㍗士号ピ

パしを利用し、粘困可ろ部門ヒ／lうのぼ、おの↑’巾・ら笠
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うム思・うんでてパ、この調査八七のの芙恕・乏知ら㌘い

と、先生す亡・よくご’在ビだ’乞赴・う乃てrヵ1’、々乃干㌧タ

の利困、、活霜というハは図1・しなし1わけで可仙。 分離しだ

け分Fか用ほでけ1㌧諦査の失態、互知って．いて初グ）

てこハ粘用が’図ナしるし昆・い主マ。

 々ういった面からマると、し1走使所ろ守で利引ろ倒

しいうのは、別個1二いまハ・ら、部署ね嵯う、爪田区で

いれ、公風評で王｛周している／っ寸で可～校訂専
務左処理／一でいろバあ民れい1ところてい枠理してい

ろわ1†で’下心し㍑’’って1～こ糾合しての処理・）仁方が’

図・1しろ。

 戦後、二時、盈．季イ条し分がルた’しざぼ、々ういう考え

市ゼ弦かったようでηL
ム中 乞うでマ～

石橋1石和40年κに入って・．ユ3“鳩合…年宣のライノ

い1・うか・菜務だ11数1員／後11ザてざていろ侮向
がゐり‡マは。

ル、中・れだけ依訂1二εの持けしの予算バハてけ

わ1↑て“す1し 前は目黒ゐプーい‡・κ年以前ポ．ほしんゼ

国から来ろ予算だけで純計はヤっていたんでマよ。で1万

から，下書青グ）イ士享だげてい、存在伯値1‡区ししてはないん

て’守れ。 で’て 小 ら、 4曳合一で’イ叩か言周ノ査をヤ ら な し、二 ど Fは、

自分パし二ろで責料之使えな11んでてθ

森統書†詠！條）の菜脊というと、先はビいしヤーす二

基本統計至汲うしいう二とし、 こη俵で話題1二百るつモ

／て’’可t†ハし・も、兇方集計けろい／うこしく“らいで“可

仙。

乃精一現状では、いわゆる稀関奉仕事務の楕走純宕すぺ

            73

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



でも．基本、紋言リ処珪㍗だけ。

駅 々／し光リしのほ小ハ菜務紋言立的な色孝タの七のは、 守大

官庁押・らわしぞ／しの禾列茎豆して、個へ刈菜玲主重芥1二

国ってく・るという二とに分ってし、ろ工うにおイ司いしアニ／ソ

ぞ†け1け’七、ゲい．うし二ろから．何か純計調査上ノ）

了ドバ’イ又を隻1すたいい・、々うい1照、会（よ’､な川
はあ！）圭可が。

石楠 ヤはリ調査貢の．盈仕い・、調査買っ焔等‘つ仁方寸一

調査をと’うヤったらいいのか散光てぼしいい／うような

こし乏！いでくる錫合がかなりポ）ま㍗仏し・わi中ろ飾
惇餅屋しいうんでてが、． 齧蛯ﾌ考戸暑つ高見Σ聞いてから。

対処したいという考えて㍗。ピ～、一々う．いうど二ろで’ほ

わ八わ4し1こ・は手1こ更元なし1木・ら、 このイ士争全坪え条た打てい

引さ取一てくえ1な．い～い1よ1な牢布圭で七あ／ま↑

 先はゼからぢ話が’ボましナニいF、紋到／行攻上乃
間柔夏ノ県、の ／ っ と一し て． 一建言是、有 で’ム土夢、し アこ謂歪：てH博、 反亨、

卸の苛局の中Fある｛芝設局z重Lピて、・区の二L爪邪ヒが乏

菜坪しい1いいころ1二入1アぐる。いろいろ聞いて
いろんて“可が、圭設俗でも企画し仁段階で、 行政菅珪庁

に承二認・廠訂互・らば’当添1承認・夏得るための手耗王じろわけ

て“寸 れ。  セ 巧 ≠史ア管で’、 調査の レー トIΣオ昌今受↑ろ わ け て・↑。

その場合〔いいろ辛本純計1け面乏老廃して，航1†
専門秤局で処瑳してもらえるかビう戸。相談マるらしいん
で、す。 しカ＼し， 行政竜理庁で七そメしの 才辰り小1丁が’で5 年

い々うなんて1寸れ。 自分のビニろで企風一したんプ三’から、

色分ザレート五五！いて、メーレでで毛何で七ヤりなで！／

い1う形に㍍ようなんで、市区町府のいまの純計稀榛
．互れたら∴1てい専門1レート・秦イるわい〒いかな
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し1 とい う よ う つここ と 1二なろ ら し い て’1↑。

 々こノ）し二ろ乙，各府庁、ポらピフで々う！lう言回査乏

ヤろんしいやなくて、ある得度、かちっししアニ紀言†右、純

計一斤みブニいなも～べで守て、一。セニで楴走航訂・ゲ承舳し

言立 1こ類㌧マ ろ 七の †べして 皇、  毛 う 一度タたい左し て、 そ 二η

じころがソ整理互！て鍛え正マしいうこいぐψ算し／ヤな
い木＼ し 赴う んで可。

森 ご、存しいだ’と昆・うんで寸け戸し七七、純計報青謂望ク去バ

でさたし さ に二 し／わゆる レλ～一 ト ・ コ ン ト ロー1レという

のゲ盛んにい十、1し圭して．篤肩先はビ・話が公でいました

工1・、’ ﾅ朱所で何寸毛の純計玄碑えて！／㍑い1・！

で、いろいろ報告看の側～不満バ幻しアニ。いまで／い
え1ギ行董です1ηじと・も、 強力な椎導ズいし㌻いか、とい

う二とて’’、 なかなカ＼う ま．く いカ・なくて、 秦吉局綻割1）つイ

ヘ泰ま、オ昼主め調整バいが年い圭‡て・．チ見状になってい

ろようなんで↑1〔ノしビ、なカ・なガむずかし／lで寸は。

石祐 々4・しで七私ビも工3区ぼまだいいんでて。 圭仁曲が・

／ガいこも・奪託納言†の中乃箱定細†だ1丁で’充尺竿可ろ

系た封主。毛誘しし係）づバあフて、 イ条ヒいうシステAゲ条しみ込

圭ナしていま可， し力・し、 犯肯へ行5ますと、 ぼしんビ’の

役場がかけ埼一ち舳・菜務て・、専門的F専務処理乞してい

る職長グい㌃！㌧みん．な小け符ちブ∴だソ・ら、国勢謂査

の員tん～二は、役場の職長左絡動員して処理マると
いう話を聞いでい〔。

 守野区．バ／回狐左度上しブニニいぐあ／ま寸へ最丘毛
しへ戻■i圭しブニ。

ム中 三名序巧方（町方可へ行いズ尋門つ純計つ係1け
いて’1寸れ。
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三楯  j至季と一一緒でrか。

石橋 絡祈詠の終・杯／采しr耗のビニろパ多いんヒャない

んでて巾㌧ 職長は尋門職長ぺ1人ぐらいいろよ、うで寸1よ。

ムし・中 調査対象バツない力・らづよ。

肩橋・ハけ先け来いいしていろ奉仕けてくる調査
の本荻がはいい‡“らだ’い／うこピ言己録の」二て“糺仁域．合、

昭姉年国労調査．が行11八てしれ明くけ紬1ξ／年11・
工夫純計1本だ（†だ’った年が’あリ茎て。みし、 ほカ・つ一

切の指定純計1けい。菜務純訂そ純計主管細二歳まハニ

も“ないθ々う／lう端年期力ぐアiろ業’1ピパ丘F
イの年1ニエって1物可こリ＜繁忙塙〆ある争）けでて。

 こ17）ようにコ／八タントの平〃に言詞・査芽勿ヵぐ坊しかしてこな一し＼

し、役フ†（稀肩ギバ中て“七、 乃なフー二のし二ろは今年はイ・Tモ

なl／んグからしいう珪由で、職難脈置がたを仙巾・られ

らhしろわけでて・職棒セのものぺ維本手でいさな！／。この

工うな現象‘エバは↑よ。
 昌黒、区立人ノア三’って、 戸θ手ひビいとさか“あり‡しブニは。

昭和5／年れ・らξ2一年1ニカ・けて配紅さ八て、 7～ざ人いたと

ころが’、土～3八枚がへて6人く“らしリニな・ブこんてい下小。

山中  ←／＼＜’’らいのし書バ’ありま二しブ．こ。

斥楕 ハし七！1圭のようなシ八テAア～ハら発生立ろ、ヤ

れ得な／1面もポ1い．。

森一たん抜～してしまうと、なハ～・浦もが’きがない
て’’

ｷ～
石橋ただ、ハリ‡弾力性互符った星宮川土方い1う二
しで’、  あ な・カぐち 琵1く は tい 面 ち あ’1i ま す。  ブ’二 と え 1ゴ、 国。

勢調査時1二～〕でビーし3・ヤして・書けろじいう弾力性

差持一た星営のI乃」／方ガ1ほはψ尋なんで孔．国労調
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査の場合で、’ﾊい3人か一ち牛／い、繁忙稗乏迎えて
鹿保しブニんビやないて、でつコ＼。

ム守世田谷区ポl／は、航訂ヒ亙季が一紬一ビいつきで“

七！1フニんでr工。イのテが’グ1いいどいうわけで’。追季
              ．
ど分相リ・したハ‡、世田谷区カレ奄終パ1だ・たて・しよう。

石橋 一番最後でrれ。

承で1‡最後F、手春目且二、地方采訂なビの地ケ純計の

利用についてお’伺いしアニいと赴｝まで。たどえほ“純計局

のレベレで’い寺まマと、 昭和虻年r爪型訂卑称べ手入さ

れて、計年から人口泉咋兇“禾亨が一行1小ろようにな

っアニ。二1Uエ係の八1二お・伺いレτ二と二ろ、ユ0年べつ未F

†町村合併ボ行川一して、石剤吋でマ1丁μ“毛、本．采の

†研兜と、本末は農村兇．区1二分1けいしば、ならないしこ

ろべ一向二市、しして夜享す、．八！七ってrから、柳市樹

題け川デ㌧7をしろと汁、。ピう、l／て毛人口泉中地
．乙しいうのゲ惧専一に㌃ってくる一。そういうこしで導入し

たどいうように聞いたんでて。
 そういう弄乍しし1衣率イ仁方どハ、乃ろし／ほ40年トなリ

一ヒ、これは基本給泉だけヒ間いブニんで・市ボ、調査区

舳集計縞朱が玖るよ1〔・l／二。㍑や・ら新しい動訂

として1‡、κ年t・メッンユ純計ヅ年入ハしてくる。セう

いう一立つ動さゲある／一パ丁で㍉よ。

 同！・’ようFして、訂阜バ非竿F春励にいフニという」二

しで’、 ナ包方レベ「レでの条た書1．ハ利用つ逸そ物ラ星的Fは間ハ

／して寺でいろわけなんて“ザ↑八と“ポ矢際1こ統計課で’狙

倉1二失言いれていろ柔だ討はどういう七のゲあい・、～

こしボ…）からぢ話しい仁だ手た1・と危・いま1。

             仰

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



石橋鹿かに国勢調亙！）歴之てわた弟后＼九方集計的t

面でパ調査の比亙／し仏ビ毛／1・ている／一で．ザ下μ“

モ、基本紀言すの場合、区勢調査は最だろ一㌣、〆、で＼亀

ハ花策〔二舳1いるしいう爪さな昌的の七ケニ寒地ハし‡

す（で＼ハ結氷表章つポ1わけ／つをいて毛・国
中心グ）テ㌧7乃発表い・なナ・ったわ1丁でrlふ。

 一す、景、丘つ順向として、調査珂一家看パ｛声いい

圭†か、一奄札域に底差した形での縞呆禾章バ出ないよ
うな航討に、メブ1一〕ハしゼ残弓協力して毛荒・味バケい1 イ

れ1二反テ寸乗合何列ぐないもノ）1こ協力↑る帆勇Lf‡ない力でへぼな

（／～いうような声ボ弦1〈打けハした〆）で㌃ハけ
紋訂肩刈ケ1二符ち上け“まして、北市集計という形て“反対

柔今何皇よこ七しいう主弓長乙、末つノしわヲしししてそ二艮＜系充け

てさました。そのあらj・・，づしどして、 石室イハにち・っしヤら4し

る兆ケ集計け丘が’れパれて言ブ・いllこい辛艮
でマけ。

 ハしでは、μ糸壱朱得いした芒、州活用乏、、各区…干

旅体でどういう、／・うに利用していれ・い／う二い二㌘／

ま寸パ’、先ぽゼぢ話巧中ドも公ブニんで†け八ビ毛，一長期

基本計画の策紅の堵谷．の巷碇デ1タい1うこしバ中f）’し

な／ま㌃光パーめ…‡・れ11圧つ段階でいいまれ・
最低町丁目程度の／1・地域つデータ〆ゼうし七千ψ専で†

これは国勢調査の人口、’せ布集計（咋でそ．い圭、稼衰

方実化バ追4干しているそ六ラたつ中で、 氏4弗ヒ手保さんだ“1丁の

セ布、わしハぢ！’’11け．帥“いんを含んだ形で’の
東方条集団、 々 う い っ すニデー タ1 それ伺・ら 才子に最ゴしつ・〃夏向

しレて、6浦以上のち年青い方の／八位圭いの市のゼ
布が’～くらいあって、ピういゲ・1う1二分布しているカ・
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とか、あるいは老人だ’1↑の芒布バと’’のくい1あい・、こ

1しはパ・兜郁1いニテ1’一夕乙ピ／えて1福祉打策こつ．責科とし

て弟岡可ろ．。 二八ぼ｝異㌃こと。で’亨ので、 もらろんそう

／／．一っブニ方面．での利・同1けいFうい八てい客可。

 ブニだ’、先はヒい先生ダらお’話のゐった区狙自でビういう

集計けπているふけいう面について1‡、符に今夜の

国勢調査つ関圭で先まマど、マー7ソー／／い採用とい
う こ し て心、 総・理府粂た訂局て“0 N K 王イ史っ て つ 集一言†1二な・り

ま可グら、 一■ηそκは言啓グ）らφ人てい茎寸ん。 圭た、 σN

Kの採用ビニー Hって、 従来一計綱集計が’ユ’年か力・っていたそ

のぺ今回のち’話ですと、 ／年に魚縮さ札ゑしいう早期

第言†の利点もゴでいま小をだ・郁画でほ．、先ぽゼお’

話っあ／ましアニ調査丞舳テ’㌧タと甲し圭寸ピ物了こ’、

く糸田がいで’マから、 コ ン．ヒ。エーダで’7リ1ン ト し っう文しの

亡の、η刷物H‡でけいぺ抑でπ。ててから，桐
寸ろい二非竿1二い，’がしいで㌔こい加工しい〔〕で：
しうてい使える七べで’！けいで’↑。そういった一色、

ビん一一七ん逸元レてさて！lる現状で可．区でμ㍑利用

↑ろ、のに互いか［すいしていろしいうのが’孝笑て’↑．

 むし巾・い兇方朱訂で’、国勢調査以外巧デ㌧タでいう

たらポェ末純計t二しろ、商菜紋訂‘二しろ、当然同し・’よ

うなこ用いたろわ↑で†が＼エ菜航訂でポー春調査
の1しに一 ｭい敬撮1公街頭、抑エ償収入廠い・のデ㌧ヌ毛、

当然、／1・地域別に朱訂でざろわけで可。 まクニ、商菜調査

の秀殊でいいまれ、商炎栗穣兇匹、邪穂・し！てターミ

す1レじ’レ．ターミナ1レ駅同並の商菜集積地区の家熊モ、

そのパ・九城の采訂乞宏てこしドよってわか／〔．最近
の舳としてに、、調査巧段階叶」／l・1七域集計巧便互乃
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い・！いめ考庵してち・くへ訂だとの充・見バ公て、特r・巻
本調’査区制」’ T導一入とし1う ことべ計画、、 失行ぐ一八ました。

こ〃しは！つつ追歩だピ肥1いま↑．

孜ハしはビういうことで’し1う。

主楯何ドでも使えろんで、しよう。

乃稽 ま†’爪田乙なら爪田区しいゲつの自治俗っ中乏、
専業斤数：30乏妾準1こ一した形で、、綱の目の工う吐碁谷調査

区乏紐むわけでハポ打の場合でいい〔ピー G勺年万

の争菜斤バニマ11文†ので、約ユ060からの基本調査区カく

で了ろわけで可．等朱所舛訂1周れヤろたび’ド、ク・・八

の調査更つ動’更とllうこいニケはマし、ユつまた1す5

つつ基本調査区ピって、！整理区としへ二の1つ主調
査更に調査一七まマ。こいニエって、矢庄の段階から
碁谷盲目査区別Fデー9かで’’さるわけで「，

 ハ孝某所の中一［ま、ハゆる庄菜パのべ含ま4して

いる←1けて’一す。咋でも．多いプ笈丘菜）、白（即売笑、

／1・た菜）、L⊂サービ入菜）、いろし1ろ入・っているわけでて。

付しえ区で、産菜分縁こuい二洛／れ‡てどハし々・リ・し4尋

某所の紋バい・ろ仁祖みで可。

今次は工菜純計をヤー仁．いF、そのうちの戸（一 �ﾀ
菜）の敢、商失調査ヤつ仁場合F、れういゲ卸売、
・卜元，英い択が、基本引査区別Fいえ’らザしているので1

い紋れ／シク，！て族許可一ろ二いぐでさろわ一けで↑・
玄丁 雰く才巴本屋巧希i、亭、てuマ れ。  こ つ よ う な こ し て’’基本吉周査区弗11

の導入がい・ナけしブニ。しかし、これは芽一線で調査左

牲幻る側から元け非竿ド面倒な、調査艮トじってモ
ちいとした負才旦になる処理つイ土方バ算永で1しま↑。と

中し‡η1ま・い圭まで’は一調査冥バ、色分ぞ’．良け椅
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った区域1ごグ…1とい’国勢謂登で／／U㍑嘩名簿、
工失言自査，商菜詞一昼で！／え1ゴ調査タ丁永の準偏調査雇、簿■二、

↑1っし一柏、列1己していい㍍かっアこ七η乙，．善本調査

区別に書くというこしでマが㌧，かな・／神経も夜11‡可
             ．
し、手間モかか（iま可。山千でんゼうで可グ。

λへ中   々 う てい寸 ナーよ・

石橋けグー箱幻ろわ叶／1市区因丁舳尋務バ物
万二’’く繁雑Fなはした。仁1ざ、朱計上の利，1、と111二

は考えろい・ガい岸、珪がパはてフ

三楯ハンユでは本当1二稀械的て“し一 Dよう。秦言局、れし

ド河てる反俗なんでしょう。

石橋 藤かに、メい／ンエい1うのは、紬理府納言†局で’は

全国乃色刷1）巧メ・ソシュタむ図をつくっており‡てゲ、 全

国的を惰努Σチリ断寸るにtすがなり的確Fでさろんだ々う

でハリけ／t、いしわへ†ζ町村段帷ヒか秤丘応I釆没唯

へ入ってくると、 メッシニ」しいうのぽなビ2γが’ないんて’’
「。

三楯’青巧犯理みブ＝11年もので「ト。

石橋 そうで可は。私、防災課1二いアニヒハニ、東京郡乃

防災会議の噴粁バエ〈メッンユて“払うんで、可。 束庁・消防

庁て’’発表立る、 何時価休1二発災した場合に東庁、都内36声

汀で一発火してゼう燃え在バろハなゼで寸、ハいて、みん

い・！シュでユゐらわけしいでマベ、ハし左持って九城

わパ狙餓の説酢会1こ行き、ハしで託朗してポ．あま／

ピンどこ公・いんで’て。ヤ1↑／ハ地域t二層禿しブニ牝域乏

あらわ可衣現しいうaH‡、 町丁目、 このjLでてど衣禾オ瓦
に r南肩こ布イ汗丁目」 し老いてあ1）ま↑れ。 々う し、う 「町

丁目」が’一番イ主氏良けしま↑。
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ム中  ’一着使し、ヤ可いつけ町丁購でてれ。

石橋 そういう’面で、 ／ツンユヘの艮答とし、えば’いえt

く な、い ていて は。

ム中 フ基本言局査圧しいうのぼ、言岡査1・一よっていろいう柔旦

ふ冶・わセゼ遺一ってさて一いる手一，けでし工う。エ束つ多いど

ころが’あったゾ…∴

森 主フてくろわ1丁て“寸ナ＼。

石橋 基本調査区七め毛い㌻、／つの最／｛乙夙でrが
ら、 セκは更え茎！じ／）。 けか、ビも、 調査1二よって， ゼの

基本調査ごしし・の基本調査区左合わせるか、組み合グ七

五更えろだけでて。

山中 調査F工って遠一うんセ・↑。エ束が＼ 片っ方はゲな

い、 こつ弓1‡あるヒ。いうど、 ・そこで“2一つハー合4I7イ仁万が㌧一一一

一・一
B

三姥調査員1ニス〔ろ負担と平均化万ろアニめでしょう。

＾守 駅の同工でに、エ菜調査一乃河泉なんてないて「か

ら、々二は河水のない調査区、ゼ’口沖栗1の調査区という

こしビニなろわけで、↑れ。

石橋 基本調査区制つ導入と犯調査ヒの1）シク制ドつい

て床、ほ“く個／・つれて↑け．ピ’七一リ、フゆる調査創し

を坊く“しいう1つつ尺さな・目的バあると乱・い‡て、 光の

方法で可か’’、！／圭の調査吃の七のの刊皮のあ／ケの間査

った部分乏改革しないで、仁だ’、表面だ1丁糊幻るよう

な形で’広てさアニので’ぼないかじ恐1い‡可。

 し印しますの1‡．先生すゲいろんなテ㌧7差比でい仁
だ’し／て、不乱・議ブ公ヒ出こしが’ある1け’でて。ブニとえ

・ば’、 率采杵禾た訂調査づ締泉、 日瓜全国η事矢作の敢が’残

っあって、産未分鰻別に見アニ場合、鼓丘矢は裁つ．ある、・
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商采バ績つ乃ろ。 サーピ入菜は残っ7）ろどいうよ。うに、

施与之二’’らんトなって程鮮し圭す．麦た一方でrす、亙商

雇采狙で主官！ていろ工栗炊訂の紅菜の紋喜至二“1ん

になっ た二 しバ’ある、し 乱1い 茎可。 比べてみる ど． 物て 二’’

             ．く、歓享に春パある。 商未徒訂ヒモ回ビで可，かなリ紋
客Fギ’ヤツ7oバあ ろ 二 と に片気つ’’きだと 艮1いまで。

 一番並い時、亭、で行一た工菜校訂は，一6ナい†リけん

でマ。小っ、定義の互いはほどんピ紋にゲてtけらわ
へないぼど・で1寸。そ八。いに、ゼうしてこんなに差ゲゐ

ろんて“寸か。 々ういうこ“艮闇を本寺っブニ．こヒが「あると構う

んてい↑。光ゴし左衣画」二一プ～け糊塗していくつ毛一1）で’、 イ」し

乏看え炎しプ＝しいうことなん。で1まないかなど浅しべていろ

んで’↑。

 」いうこヒは、 後の諭．議r毛利・カ・わってくろし称うん

で可げ㍑’ポ触μしてジニだ’けプー小いしバ
ヤっている基本純計の守で、3穴径奔七ンサ入という言
葉をゴ存じ，だ’ヒ艮・1んで・す。総・理府絞訂局グ）尋菜外純計、

逸産盾関係の商菜紋訂、工朱納言†。この3つ乏約称して

3穴禾杢外七ンサ入どいってい家可。 わ八わ1しのイ守閣で’い

ってい’ ?ﾂ菜で’しまだ一般化してし、ないか七し札圭尤ノし

ゲ、わいの稲五列関圭バ’、促朱1‡、芙沈危庁が生う仁

パイれ小てい1っブニい11失態、州ろわけで、可。

 享朱斤純計は、あらゆる事細動を行ってし、ろ孝朱杵

の場皇、／つの早仕として調査月ろわiTで’マ。（容そ
パのは々．んい二t・マ”かしい調査し“ヤなくて、紋字的な

毛のとい㍑・徒菜員紋バセいゼ11。れi工、本紀の場合

η狐てu責本金程瓦で可～調査対一、ポ！て1けけ
一〔いわけでて。極端なご㍑いいで、禿服ぺ外既だけ
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てい丁象としていノえろこいぐで一㍑、ハしで、調査乃河

象孜として多＜上グ㌧てさま・マ．そ八色区で審査し．辛

菜の種類ヤ言己入事項乏見て．「産菜格右」 乏わ’しわ八が’寸

ろわげて“可。庄菜／卜公報圭で’てい可ダら31ブたでr。一八

紅呆、 年し→1、、子とがし．Lとカ・ハイ午敏は調査一後にパ・1ノと

出ま↑。

 一方、 々の6ヵ月後1二行う工芸純言†｛靖／含＼！‡、調査の

韓場度カ・らいって非隼1二む㍗グ！～調査長毛爪更で↑

し、液調査老も何ヒ小して出しろこは考えよう〔ろ

む㍗木／しハくある。当然．っこヒながザ対象一ヒして上ゲ

ってくる敢が↑ない。こ川けノ1〕ノかしバ残らバんば，って

も、いかんヒtなしが’ブニい現象で，↑，ここで両者の巻パ

生圭八ま’㌧（まカリこ毛尿困バポ〕ま†。

 孝菜昨耗1†つ方てい11い走れ、孝脊的な処理上，絡験

ある専務職長が’ヤつアこ場合でて、r庄一策介繰格付1丁・体、

相当高度な放術乏1帖卑ヒし圭て。こつ、串リ‡、日本標準産

菜分類皇研完！ていア1だ！lていろしむ・1んで・、㍗ぐ、ゲ

戸い区別・石ヒLとの区分で非隼F紛らわしいのが’乃
ろわけで↑。争矛秀継上の個人差にょ／、二の段階ペ
ブ呑何け」 で’寸で’1こ喜rて ＜ ろ こ ヒそ、  し tTuし ば力 り ‡可。

三カ看  特に・サーじ・入 菜て“し よ う れ宮

石橋そうで可1よ。この．ようなことでの春バ’μこしピ
エ菜調査、商葉調査ドついては、rたリエけ’’」 乏畜か守る

調査で㍗・ら、級調査老の島遮一観・令を非常ド濃くハ両

州；〕ま㌃栗束抑段階で亡、戸、製丘菜だ’けで1モ紋
字の工で1け万件並く差バあ，ろ乃て・はないで、てが。

三楯  孝朱斤采た訂と。比べてれ。

乃楕し太い、尋菜昨し工朱乏比べて、ユァ／キぐら．し・の差
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バカるは↑で’Tよ。南ボニついても同ビようなこいぐい

えいでけいてい㍗／、々うい1’ ｱし乏、純計乏専門ど

！てホフ1しろ先生方からこ“本旨循三乏けている二い当杯・

で↑。ハ！養いか1二丘ブ1丁よ．1かという二とで’、基本調

査区制ハ導入にリ、りン7マ七．解禾を図ろうとして
い圭寸。

及複式簿記ベニ／リニ、グと稲亙に千ヅ／クμれ
いう二と一な人ノで’しエう柊。

石橋先生方モセういうつ皇見ていて、私のい一仁艮筒
を威しいら八ブニこいゴ、ぐ“い衛か，

森・一一ええ。こ1しぼ三楯先負同ビだしむうんて・↑け八ビ

七、工朱統書†の敏与之先てみま可ヒ、争某所続訂が行わ

れオ千年1二1‡れ上カくって、 よブニビんと“ん幕弓でくる。

三ク猶’ ノそういうこと文才旨才商したのは方自省あるんで’可よ。

そ4・して“い ま お’っ し ヤ っ たよ う、ド、 挿目差1でろ し い う 匙す モ

あるんだろうけ八し・も，尋菜戸〔碁か台帳いくろ考え

が’あるんヒャないていしょうかθぼいくし‡、別に向こうっ肩

を持→こい‡ないんす三’けビ。

石橋いわゆる基本台帳巧固定化でれ。

三一楯 舌ちろんそへ互表しハ九ろんだけど＼糊塗しllう

場合に、ゼつち茎信頼レでつヤ弄寸しようと考えていろ

がしいえポ寸つ州率某所調査て“しょケ
ム中 手先昨は化1プ中考でて・了〔から、外視ヤ間す玖

／調査でヤ小ま㍗・弓、数ゼと・l／て毛・多くグ〕ま可れ。

三楯 ビっちつすグ、よ／艮態、に也！1一一・

ム中 実際にやっているザ文、ヤ1ぽ／エ芙な・ら工末の
万クぐ一一一一一・・

三瀦 し二ろバ、エ菜1香｛っざち’っしヤ石、ように、いろ
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いろな調査エ真昼が’ヤヤこしいパ、’さい・、ハ、．ξという／ノ

1丁で’し〔。実際に、李菜“軟玉享予ぐえろハ言、・ビ1ち

η方がよ／其芙r工いマ

石橋ヤバ1、専菜戸↑納言†でしようれ。

ム中全音F、くま令く歩くというこしてい一…一。

三姥ハしで’、碁方・調査区制つ寮裾・が’黄てい刈は、辛

菜戦討調査互ぺ㌧入。lして、グ．い二工菜ヤー ､束は
つ’’ ｯ よ う、 ノそ う し1う 廃・花1て“し 工 う 相・。

石橋 1よい・碁、本的1二は、イ汗で午’一グ／γが’あるカ・しいう

し、「痛1Uたと！／う判断がい・い八まセ戸、。

三瀦 ゼっちつ方べ糸いとし！パ‡11．商卑にいえば喬菜㌣

エ炎の市ズ毛、し、い～。

石橋々ういう見方てrね、
三楯 々うてろヒ、等菜戸乍純計調査のすで基本調査乙で

押づたておいて、刷・リボフけよう。向こうつ言いゲ・1ま
ハて“しよう。’

ム守 「創Uヒユハtから在菜分縁格付1丁の間遠い㌃
ビありま可れ。

石橋そういった・重ヒし調査剖度上の問題、ξ、れ解決し

ないで“、 ブニだ紋客つ」＝」て’＼ 々八乏オLっ“けようとする国の

鰍、小Fついて、ば’く1太目元のみ乏糊幻る．ヒ11っ
たの て“可，

・三楯なろほピ’、糊塗しいう奄昧．は吃うてr～

石橋てuTから、なゼ’工菜な／商家な／乃忌遮打象が’乃

って、 々ういうチた泉が’走隻こっているかどいう専芙左芙享

しめ、そ㍑改善可ろオ㍑れないで“、フニだ率一／
ク制乏いすニブ～けで’、3穴径希包ン立入の択享つ言笑差パ

な一くな／、．ゼニからも指桶乏更1けいような、紐．得い＜
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旅客にな・ろかい1うし民間て’イ。

先1‡ゼ森先生が’い！ヤーたよ、に．尋灸所徒訂調査

（終わっブニ明ぐる耳は、工朱叙訂の対象バうんグ・え仁

ハ！カぐ翌年H工徐々t二界ちて。くて、‡ブニ3年㍍同期と

して上が’ろ．イの丘rっし1ては、 ビうむて毛おかしいで

耳。私巧考えで’は、なゼ七うllう免象バ起こ～・どいう

し、畢策斤舵許で村夜いノでキ己握ハしアニ㍑zべ一ス6

して、二葉純計が’6カ月後r行わ〃しますから、々こへ調

査票、色肥るように市区町村てソ上旬1γるポアで可。何らハ

の程由で’取ろわ生でマは。取ってみるヒ、三楯先生片っ
レヤーブニいわ中る寸一ビ、入菜関並てI’、本末戸と糾定プ

言で体をいいゲ、［二列走ハしているケースカぐかい
あ1〕．ま寸。で㍗1㌧、ハ並のところから考えると、灯
夜つ剣し川へ．てヂ川．し川川けい面バあ■）、「左菜路

村1↑・つ面ユニむ、問題はある、ようでて。

ム甲策血／1・尼は、商菜て㌧らいぺいけな！／つバ、散

血ヒいうからエ菜し二入ってざいヲう。ハ〕・ら自分ηヒ

ころ÷、’策丘してIいなくて七、製丘t二八った／しまでハ。

仔窪亡、機械の仔濯が’製丘t・八って書たll一一㍉

石橋そ二で、れし左恋く†ために考えいしろことが’／

つパは可。ハしは「5六経済七ン†ス」を、5年サイ
クレで、1本化で’けいいが㍑いう考えで、
駅工朱色5耳鏡にしてで’㍉！θ．
石橋 けい、 いま商采パ3年笈専、辛菜所バ3年置き、

工朱が’各年実施。最近の空気として、工菜紋訂調査の対

象1のうち、 ／んから3／＼まで’の汽秋が’、 再未年にナ〕すて

謂垂河象二着の 鼻柱互軽減て ろ ヒ し、う 花1口米で’、 ち’／木みてる

い1う仁うな空気にけろ仁うで可。そんな状況から考
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たてみても、なゼ全紋、基本化訂ハエ．菜純計調査乏各年

笑花！ガTlリ言、’！リけ／lハ・，改調査肴乃頁才旦いう毛

の之考ス、ブニ城合、他乃純計調査い・ザ1ポ）圭、て乃で、

ヤはi）、 セういっフー二貢才旦車室ク減ヒいう こどモ’看に考え、て

対処マベ5 で’マ。

ム中 ま㍗はエ失言周査は、阜年三！年昼さFし．て・ イ1し

小弓順次ヤろn・1‡ないど艮・う，

石橋亙庄当局のわ八いい二河寸ろ言丸明t・工ると、雄ダ
1こ日本の国の経済成長期、昭・禾パ0年へ’イ1・ら40年代守こ＾ろ

1こ小けての日μ経済は、日1二日ド進チ・発承！たわ1丁て“

マれ。て“すから、 ！lま使っている工夫絞訂のデ㌧タに、

翌年ハいまごろ唐使元ないんだ。セれほゼせ芥t二縁側パ

ないくらい高度戚長していいだがら、与年寒花しい下

れば’ならないのだ’という説明てnしア㍉

 こつ時期には、諭理的F七光うでしょうけ1しゼ毛、現
オだつような与走戎二艮草島にノ＼って七、 同ビこし．互い’フてい

圭可。二つ迂カぐお’カ1し1㌧     ・

三一夕循 セんな．こしいいなゲい 柔青果の公るのは物寸二“く

盈いで’↑。

叙 工年く“らいかかリまてれ一
フらオ書  うヒ生が’お’つ し ヤ ろ しち1） て“て。

森川には不乱・議て“なら．ない。

乃楕 ぼ“く亡よくイ｛を！／い‡しブニ。々んなこといいな

が’ら、奄皆調査’ててから、州調査乏グていろいし・

「前年のテ’㌧タヅ本ブ三’出ていないビ’ヤ㌘いで’てがユ し。

三1精 みんな同じいこ一ヒ皇いうんプ三’けし“…I・’。

石橋で㍗・ら、もっと精友の高！｝春互．毛＜ろむ㌧
（で、ヤは1）、もう少・し事胃闇之広ヴ’て言岡査互美方色↑．ろ。二
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の弟え11仏1“脊元でになくて、考戸の絡済周航訂却の

工案一調査才旦当書朱の／㌧充同ビニと之いつてい‡了，

三楯 キ．ハ．1‡みんないっていろんアど1れ。条衛，行シフ1

け㍍いl／ハ、亙庄のポけいうか、r明1含何年来・互
              ．
ψで’いうんだ1。し笑） 宮イ祭はし・ごて毛唯11で，可よ。

石橋 イ衛・イういうこしで’終始レて1、書マ．

三椎 統計でいよ．

・1石勿喬  々うして、 で’亨ろこヒなら．「3六二柔蚤タ脊七ン寸ス」

を弓耳サイク1レFして、 エ象、 商英一、、イ1し以外の専某所

校訂のだ実化皇図ろへ’さて’’マ。薯某所の守で毛日本つ紋

訂の．守て“、一番弱いしLけつ八て／／ろLし寸一ピ入菜）と

か圭設束の評門を一現μよ1な†シプリンヅ羊け調査
で’、Z調査でヤろこけヤめて、完全な工業、調査．商案、

調査・r並・い市式で’恭管調査乏ヤろ。特にサーこ1入先邦門、

こハい圭η．本。の経済棒色之れた場合、第5次産朱
従卒老バ諸タ1国真川1後端！こ1・えて1ニイい‡寸パそ1
いっ一 ｽ面でハ干㌧・タはあ圭Iけいヒいわ1してい‡下れ。
サーと・入棄却門の干㌧タ～・士いわけで、れ、そ㍑エ

菜、商家並み1こ押し工1丁いろだ舳二は、等朱再生純計つ下、

印以外のいをもっヒも良して，衛んどし’ ｽ調査体条
乏つくり上tT’’ろ。．そういうテ向へ符ってし／った方が’上い

、ので“ばないカ＼ し赴う、

 足して、対外的に公私↑ろ基狂的t放隼ほ、直丘の針、

干、そのκのいをたして発永可るように寸1〕フー奄

問題灯いけ・1んで↑現在の享朱所純計ポ率菜斤
の国勢調ノ登」たどいうことで宜伍して、 しらたる仁’けど

けろ一しい1呑努でて。二1〕ニエーて存けアニ穴㍍今

咋マるかま1分く、産家分萎夏格付け㍑し、公衣づれ同
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で’は、ケヤ下しの差が’広でくる（i言圭京1でr。

 ハい・ら！）いで｛二いグしていただ㍍てど、冷麦つξ1

年の尋某所糺訂調査で、考えこフ八るこしづべ／っ乃．り表す。

                     ｛二い却で1‡。紋訂、れ禾困尤イ下ん一バ主官で可パ・
表田ぐいこもいっも穆、＜．し／っている二とでr。調査問っ

釈酬の7ンバラン入っ作でマ、しいう二い‡、事朱1〔享
河わ1多いし同時8二、調査朴春が商、羊＾いう．ごして、

イ千着尺て“し、い ま 寸 ヒ、  1 ／㌧当 ブ＝ リ グ〕才至当 ほ， ζ0／）6クーイ千カぐ才栗

準なんでマ。先ほ川奏本調査乙で！／って、ユつか3つ
！‡着亙なんでマ。次1〕二河して支仏わ1しろ手当の蔵バ、

ほかの調査並みでI↑から、／件ち．．ブニ／一二下るヒ条勺3ラドつ

／な’んで↑。1行当たりにして3グ。門弦で可，

 先はゼこ“泣明し象したよう1二、エ灸改訂がソ01リ円弱でい

朴ら・茂ら内容ヂ1’簡単い‡いえ冬丘㍍下位未馳
30年代F行水つドニ辛菜昨箱し証しいうハエ仏㌻中老 ほと

んビ帥取／てい済んでいクニもので㍗ぐ、現た1正倉訂に失

わ一て／でいま下θ対象者1二痕！て回収マ子㍗て．、
調査員η側小らむハしゴ、その手蔵・は工朱ヤ陶象調査ど同

じ、’なんて・て。ハい二孝菜昨紋訂し‡担当件取巾ぐ1人3倍乃

り茎η・ら、孝某所航訂調狂の青パ’’っヒ低い二し1こな

はて。この、亭、、一調査艮から．爪牙稔く才看楕乏交tTて！／

ろしころで可。

 わしから、調査ケ式1二ついて七．粉理府統書†・局乃御秤

合主義じいうハぐ昌立巧〔。しべ）ザ‡、調査栗で可

村・ 昭和向年の国勢調査（し5に， 全面的Fマークシー

ト化が抹嗣ルて、ハ俊の率某所紀訂もト7シー1
うゴ式て“の 言周査が’行わ4しま し プー二． し ゆ・し． 今1夜 ぼ、 寝屋素口付

卑に国勢調査バるって・々れに集計の稀械を便わ乍け1卜

             90

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



1れら↑いらしいんでてれ。国勢言葛査は早く窒理しなけ

へ’ばい1↑ないザー、尋菜戸午糺訂｛けポて，命友1丁考

、亙調査斧、ド、まフニ丘辰／。々んないt言乏訂の仁方乏し

ていろよ、うて’一可。

              ．
 々ういうこし至看えると、うが’っ7二見方かもしれま七

んlT八ピ、妹得でさ‡セん。調査象指導互していく工場

て’’いわしていうと、調査艮’こは、て一ク1／一トチ式つ

調査．栗の律けどいうこ㍑，わ・1しわ1い一生籍、命軟膏

して‡て！lろ矢先でη・ら、イ1象えらjしη‡困‘け耳1

三栃級調査看毛々1しになガしろいでマね，
石本喬   セ う て“て。  ネ吏謂登老 毛 な⇒して．、  国 勢調隻の 工 う 〔

記入可1し1れいし泣明一もて’㍑マ。しかし、今度ハ毒矢

所純計では、泰ブニ七いいいる普五調査票、所1）曲けい

よう．・バ河しいが棒わな．いい／う調査票r並辰り。本因

tエ・在アニ・マー7ジけべて＼竹一す一，曲｛プすニサ巧

じず一1しないよう1二、い／うよう1二良11・ついで1丁ないで

し工つ巾＼。

三楯一稀械グ間に食わないしいうこしで’てハ・

石橋 よくば存し“ませんが’、争看局、国勢調査η集計乏子

くしな1〔・U㍍〕すないじい1ごして’、0NK⊂尤挙式記
み耳尺り装置） そ の 七の （イ呆肩 含紋がゲ乍いハ ら、 々 巧 ら

に旅1句1丁ろ、。率芙所舵訂茎葉訂しているぼゼ余裕出’

いのではないで’。Tか。々ごて．「北方分査⊥し石っ“けて、

餉固い遠1方式で昇段階へれ集計けろ一黷｢1
グ）方て“て。

ム中 毛う調査栗も来ていろ々うでハよ1

石橋 ええ、来てい‡可れ。

三姥 わ〕‡、ぐっきおっしヤっアニ守失純計が’地方で毛

             91

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



／支えるよう1二、ヒいう次に乗っていると、伺ニク‡いうて’’

しよう／よ、牝方介査は。

乃袴 そういう沈朗のイ土方をしている工1で、↑、い

三雄 しカ・し、ハしけ’うで㍗・。ノそ1．1／う面毛あ／ま

市ハ。事象所グ）叱肯分査1‡、統計局が’ヤらないこしを地

テ1二押しつける気だということのみて“Tカ＼。

石橋仁ηし二ろIま、郁逸府泉段階でのことていすカ・ら、

タムビも、 口はぐむことで’はない／しで’すけと。㌧一一一一。

三循  両面で’しようね。

戸橋  東京．布の／＼の諸だ．し、かな1）の色分仁らの率脊量
〃

異才旦にな’みとし、っていま可。 というこしぼ． 0N只て“荊

回、・尋某所純計の集計は、ヤっているわけで1れ， 光の

場合n‡、集計㍗職域ハもハバ徒討肩Fしカ・ない1つ
けで可ハらI 集言†，のこと乏考た圭↑ど1 区から上ゲって

さ仁調査㍉内㍍全坪サツし匙て、↑くu国1こ’杵川｝
ラ帝んアごわ1丁で’可。 郁へ豆ってくろのバ石在気チーフ0で可。

 命雇ほ、集計マろアニめに．都道府県。の段猪で全都パ／

千カートン八テA1二なろわけですから、 内谷ノ審査皇完全

にして．朱看委託でヤろよ1なんて“†～㍑・、集計体
禾ヤ、表章項目！‡全知国中・ら椎示、マチしろようでマけ八と’’

七、飾のψ卑な却介ポ地方体査で、育力・ら川にろこどが

で’さるか毛し｛‡セん、しヵ1し、か年い辛秤量増につ
ながる二しI ｵ、集計の’リ1陸候しているよ1でハ。
 アニだ、わ叫フ1〕エ秀一線てrから、々う！lっクニこμ

1け、何ガ）、栗変の面で’くるくる良わる一二い‡、好家

しい二．しで’けいヒ王張して11いで’γハ〕こダすてろ

国の言い介ぼこう．なんで↑。 マークシートというの斥頂く

1一放い十1←弗1こ腹わし“あれ才生一ちヤい1け．い．．丸
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めるや！リ丁な！ド郵並／〕くで’さないしいう地方パ1つ眩い

芦ゼるつブニので’、今国（工取ザ1つめま！l㌧

駅 水面導入↑ろヒさ」耳、 ビういう光明乞↑ろでしよう

れ。

             ‘
石橋 々うなんて1寸。だ’から、秤ハ長田くんド七、次1し

で1ば、仙諸は聞いてお・ザゼ、次回、’私＾るよ1で・

したら、 光の二と乏た’八家光／）よ、 ヒ。 次回は、当然ニ

ナtぼマー ク ソー ト ド足わる で’し ょ う。

一森櫛械の入へ一～ぐあいて！けしば’、マー7ソートの方
バ簡単て“可れ。

石棺々う！／っブニよ1な丹〃て∴何か、御師合主義しい1

か！業生羊のない点・バ系11な／け。

三姉放調査看どパけで1サマー7ソー1ど考亙栗と
てllは、 し“っ 巧 の有バ いし、．で’し よ う か。

ム中 これば、穴春1二もよ．／奉て1・L碓自が’ク’ゲTlじは、

青五累、心バ早11で’しエゲ

石橋卑泉咋純計程牟の昨だつ1二ら、て一7シ。1で
衝い二更わ1川な1け昆・ll‡可。

ム、守今度1‡訓栗いいてllろ一んで’マ～

ノヨメ喬 っいてし1まイrん。

ム中れ馴票差η／離して、一そ㍑別丘に朱訂したん
で’て～

万プ喬 餉は手集計て・ヤりましブこれ。

駅暗闇を川幅F超追！てしまいまして、ビ’う七年／わ
けパi㍑んでしフニ。ぢ痕れ1・ゲブニし乱、11容ザ↑かしビ’

毛、ゼう毛． M重なお・諸パ〕べどう二｝つ“いました。
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